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６月１日号
２ 犯罪のない安全安心な暮らしの実現を

１６６月は環境月間です

３大雨からまちを守るために

８・９ 教育施策アクションプランを策定

もくじ

５
月
１０
日
、
環
境
部

職
員
１０
人
が
熊
本
で
の

廃
棄
物
処
理
の
応
援
の

た
め
、
パ
ッ
カ
ー
車
、

２
ｔ
ダ
ン
プ
車
な
ど
計

５
台
で
熊
本
市
へ
出
動

し
ま
し
た
。
５
月
２７
日

ま
で
の
約
３
週
間
、
３

交
代
制
で
計
３０
人
が
現

地
で
災
害
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
（
写
真
）。

こ
の
ほ
か
、
市
民
生

活
部
・
税
務
部
職
員
が

大
津
町
で
家
屋
被
害
認

定
業
務
を
、
管
理
栄
養

士
・
保
健
師
が
益
城
町

の
避
難
所
で
食
生
活
支

援
を
し
た
り
、
個
別
に

家
屋
を
訪
れ
て
被
災
者

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

た
り
す
る
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
被
災
者
に

緊
急
避
難
の
場
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
島

町
住
宅（
森
河
内
西
２
）

３
戸
の
入
居
申
込
み
の

受
付
を
５
月
１６
日
か
ら

住
宅
政
策
室
で
行
っ
て

い
ま
す
。
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ここ
のの
ほほ
どど
、、
市市
のの
教教
育育
施施
策策
をを
具具
体体
的的
にに

進進
めめ
てて
いい
くく
行行
動動
計計
画画
とと
しし
てて
「「
東東
大大
阪阪
市市

教教
育育
施施
策策
アア
クク
シシ
ョョ
ンン
ププ
ララ
ンン
」」
をを
策策
定定
しし

まま
しし
たた
。。
市市
のの
未未
来来
をを
担担
うう
子子
どど
もも
たた
ちち
がが

幸幸
せせ
にに
生生
きき
、、
社社
会会
でで
活活
躍躍
でで
きき
るる
人人
材材
にに

なな
るる
よよ
うう
ささ
まま
ざざ
まま
なな
取取
組組
みみ
をを
進進
めめ
まま
すす
。。

※※
詳詳
しし
くく
はは
８８
・・
９９
面面
へへ
。。

・家屋被害認定業務にあたるため税務部職員３人を大津町
へ派遣（２７日帰任）

２０日

・健康部職員（保健師）１人を益城町へ派遣（２２日帰任）１８日
・市営住宅（３戸）の受入れを開始１６日

・家屋被害認定業務にあたるため税務部職員１人を大津町
へ派遣（２０日帰任）

１３日

・市議会から義援金（災害見舞金）として８０万円を九州市議
会議長会災害義援金口座に送金

１０日 ・建設局建築部職員１人を被災宅地危険度判定士として熊
本市へ派遣（１３日帰任）

・健康部職員（管理栄養士）１人を益城町へ派遣（１４日帰任）

・環境部職員を熊本市へ派遣（１０人ずつ３交代制。２９日帰任）

・家屋被害認定業務にあたるため市民生活部職員１人を大
津町へ派遣（１３日帰任）

６日

・健康部職員（保健師）１人を益城町へ派遣（６日帰任）２日

熊本地震に対する支援状況（５月２日以降の内容）

被
災
者
の
暮
ら
し
を
手
助
け

市
職
員
が
現
地
で
活
動

熊本支援

輝輝けけ��
未未来来をを担担うう子子どどももたたちち教育

施策アク
ションプランを策定

教教育育
施施策策アアクク

シショョンンププラランンをを策策定定

車上狙い対策～駐車するときは、見通しの良い場所や深夜でも明るい駐車場を選びましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
１１
面
に
掲
載



�

昨
年
起
こ
っ
た
市
内
の

全
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は

８
１
６
３
件
で
、
前
年
と

比
較
す
る
と
約
１５
％
減
少

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る

効
果
が
現
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
は
、
高
齢

者
を
狙
っ
た
オ
レ
オ
レ
詐

欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
の
被

害
が
特
に
目
立
っ
て
い
ま

す
。市

で
は
、
市
民
の
安
全

安
心
を
守
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
、
市
が
行
う
治
安

対
策
と
あ
わ
せ
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
防
犯
意
識
を
も
ち
、
対

策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
支
援
事
業

大
阪
府
警
察
本
部
か
ら

証
明
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体（
現
在
２３
団
体
）

が
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
両
を
使
用
し
て
登
下

校
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

自
主
防
犯
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
地
域

で
の
防
犯
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

�問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
２

警
察
署
と
連
携
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

市
と
市
内
３
警
察
署
が

連
携
し
て
犯
罪
抑
止
効
果

が
期
待
で
き
る
場
所
を
選

定
し
、
平
成
２５
年
度
か
ら

の
３
年
間
で

合
計
３
６
０

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
ま
し
た（
写
真
右
下
）。

現
在
市
内
で
は
、
市
が

直
接
設
置
し
た
も
の
と
市

が
補
助
金
を
交
付
し
て
設

置
し
た
も
の
を
あ
わ
せ
、

１
５
０
０
台
を
超
え
る
防

犯
カ
メ
ラ
が
稼
動
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
通
学
路

な
ど
へ
の
設
置
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
公
園
な
ど

の
新
た
な
場
所
も
含
め
て

１
２
０
台
の
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
ま
す
。

�問
危
機
管
理
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

５
８地

域
に
お
け
る

治
安
対
策
活
動

各
地
域
に
お
い
て
は
、

自
治
会
や
防
犯
協
議
会
に

よ
っ
て
一
戸
一
灯
運
動
や

年
末
の
夜
警
、
各
種
防
犯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯

協
議
会
と
警
察
署
が
連
携

し
て
市
民
の
自
転
車
の
前

か
ご
に
ひ
っ
た
く
り
防
止

カ
バ
ー
を
取
り
付
け
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
自
治
会
が
防

犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
際
に
一
部
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

�問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
室

子
ど
も
た
ち
を

守
る
活
動

登
下
校
時
の
不
審
者
被

害
や
事
故
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
愛
ガ
ー
ド
運

動
や
全
市
立
小
学
校
へ
の

警
備
員
の
配
置
に
よ
り
、

学
校
の
警
備
や
校
区
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
在
住

の
新
入
学
児
童
に
は
防
犯

ブ
ザ
ー
を
配
付
し
て
い
ま

す
。�問

学
校
教
育
推
進
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
８

こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
運
動

子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ

た
と
き
、
か
け
込
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
協
力

家
庭
・
事
業
所
な
ど
が
旗

や
プ
レ
ー
ト（
写
真
右
）を

掲
げ
、
子
ど
も
た
ち
を
犯

罪
か
ら
守
る
「
こ
ど
も
１

１
０
番
の
家
」運
動
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す（
協
力
家

庭
・
事
業
所
を
募
集
中
）。

�問
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

８
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

少
年
補
導
活
動

小
学
校
区
ご
と
に
少
年

補
導
員
に
よ
る
青
少
年
の

非
行
化
防
止
活
動
や
、
す

こ
や
か
テ
レ
ホ
ン
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
こ
と
、
友
達
や

「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
る
」
を
合
言

葉
に
市
立
小
学
校
区
で

ス
タ
ー
ト
し
た
「
愛
ガ

ー
ド
運
動
」
が
今
年
で

１２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

愛
ガ
ー
ド
運
動
は
、

登
下
校
時
の
不
審
者
被

害
や
事
故
か
ら
子
ど
も

を
守
る
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
現

在
、
約
１
万
４
０
０
０

人
が
登
録
。
大
阪
府
警

Ｏ
Ｂ
の
「
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
」
か

ら
、
通
学
路
の
安
全
対

策
な
ど
を
教
わ
り
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し

た
愛
ガ
ー
ド
運
動
の
意

識
も
高
ま
り
、「
毎
日
安

心
し
て
登
校
し
て
い
る
」

「
し
っ
か
り
挨
拶
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
防
犯
意
識
や
危
機
管

理
意
識
が
高
ま
っ
た
」

な
ど
の
声
が
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

６
月
は
子
ど
も
安
全

確
保
推
進
月
間
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
地
域
で
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
愛
ガ
ー
ド
運

動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
地
域
の
小

学
校
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。�問

学
校
教
育
推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２

６
８
、
�
０
６
（
４
３

０
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３
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� 家

庭
の
こ
と
、
い
じ
め
や

不
登
校
な
ど
心
配
な
こ
と

が
あ
れ
ば
青
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー（
０
６
―

６
７
２
１

―

９
１
７
４�
平
日
１０
時
〜

１６
時
、
第
４
土
曜
日
１０
時

〜
１２
時
�）に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
（
�h

o

�
h
o
d
o
u
@
zeu
s.eo
n
e

t.n
e.jp

）
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

�問
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室

商
店
街
に
も
安
全
安
心
を

安
心
し
て
買
い
物
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

市
内
商
店
街
振
興
組
合
な

ど
の
商
業
団
体
が
行
う
防

犯
カ
メ
ラ
や
街
路
灯
の
設

置
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

�問
商
業
課

０
６（
４
３

０
９
）３
１
７
６
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

市
で
は
、
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
さ
ま
ざ
ま
な
治
安
対
策
事

業
を
積
極
的
に
行
い
、
犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
、
ま
た
市
域
全
体
で
防
犯
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

地域で
見守る愛愛ガガーードド運運動動

今今年年でで１１２２年年目目

犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪
のののののののののののののののののののののののののののののののの
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安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
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現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
をををををををををををををををををををををををををををををををを

市
民
・
警
察
・
市
が
連
携
し
た
治
安
対
策

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２８年６月１日

mailto:ho-hodou@zeus.eonet.ne.jp
mailto:ho-hodou@zeus.eonet.ne.jp
mailto:ho-hodou@zeus.eonet.ne.jp


市
民
の
誰
も
が
自
由
に

参
加
・
発
言
で
き
る
市
民

会
議
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。市

民
会
議
は
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
昭
和
５０
年
に
始
ま
り
、

会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
チ

ー
ム
で
ま
と
め
、
市
や
関

係
団
体
な
ど
に
提
言
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
に

向
け
て
「
日
本
一
美
し
い

ま
ち
東
大
阪
」
を
テ
ー
マ

に
、
魅
力
あ
る
美
し
い
ま

ち
に
す
る
た
め
に
今
か
ら

何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま

す
。�時

７
月
３１
日
�
１３
時
〜

１６
時

�所
く
す
の
き
プ
ラ

ザ
（
若
江
岩
田
駅
前
）

�定
１
０
０
人
（
申
込
先
着

順
）

�内
▽
大
阪
商
業
大

学
教
授
の
初
谷
勇
さ
ん
に

よ
る
基
調
講
演

▽
分
科

会
�
�
め
ざ
せ
ポ
イ
す
て

ゼ
ロ
の
ま
ち
、
�
人
に
や

さ
し
い
お
も
て
な
し
の
ま

ち
、
�
花
と
緑
あ
ふ
れ
る

ま
ち

※
手
話
通
訳
と
１

歳
〜
就
学
前
幼
児
の
保
育

あ
り
（
要
予
約
）。

�申
基

本
事
項
（
１１
面
に
掲
載
）

と
希
望
分
科
会
番
号
（
第

２
希
望
ま
で
）
を
６
月
１０

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
も
可
）

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
１
２
、

�ch
iik
ik
o
m
u
n
iti@
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a
s
h
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s
a
k
a
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近
年
、
宿
泊
施
設
な

ど
不
特
定
多
数
の
方
が

利
用
す
る
建
物
に
お
い

て
、
多
く
の
死
傷
者
を

伴
う
火
災
が
国
内
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
建
物
の
消
防
法

違
反
情
報
を
積
極
的
に

公
表
す
る
こ
と
で
、
利

用
者
自
ら
が
危
険
性
に

関
す
る
情
報
を
入
手
し
、

建
物
を
利
用
す
る
際
に

判
断
が
で
き
る
よ
う
な

制
度
を
実
施
す
る
た
め
、

火
災
予
防
条
例
お
よ
び

火
災
予
防
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
し
ま

す
。

こ
の
ほ
ど
、
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

案
は
６
月
２
日
�
か

ら
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
ま
た

は
消
防
局
予
防
広
報
課

お
よ
び
本
庁
市
政
情
報

相
談
課
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
９
時
〜
１７
時
３０

分
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。�対

市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
（
い
ず
れ
か
）

の
方
、
市
内
に
事
業
所

が
あ
る
事
業
者
・
法
人

・
そ
の
他
団
体

提
出

方
法

意
見
書
に
意
見

と
住
所
、
氏
名
（
団
体

は
団
体
名
、
所
在
地
、

代
表
者
名
）、電
話
番
号

を
書
い
て
７
月
１
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
直
接
も
可
）

※

来
庁
に
よ
る
閲
覧
・
提

出
は
土
・
日
曜
日
を
除

く
９
時
か
ら
１７
時
３０
分

ま
で
。
意
見
書
の
書
式

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
閲

覧
場
所
に
ひ
な
形
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

提
出
先
・
�問
〒
５７８
―

０

９
２
５
稲
葉
１
―

１
―

９

消
防
局
予
防
広
報
課

０
７
２（
９
６
６
）９
６

６
２
、
�
０
７
２
（
９

６
６
）
９
６
６
９
、
�

s
h
o
b
o
k
o
h
o
@
city
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.
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集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

土
砂
災
害
の
起
こ
り
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

大
雨
や
台
風
時
に
は
、
次

の
こ
と
を
心
が
け
、
身
を

守
る
行
動
を
と
り
ま
し
ょ

う
。▽

強
い
雨
が
降
り
続
き
、

崖
か
ら
水
が
急
に
湧
き
出

し
た
り
、
異
常
な
山
鳴
り

や
地
鳴
り
が
し
た
り
す
る

な
ど
の
現
象
が
起
こ
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
避
難
す
る

▽
常
に
気
象
情
報
に
注
意

し
、
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
く

▽
お
お
さ
か
防

災
ネ
ッ
ト
に
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

し
、
気
象
情
報
な
ど
の
防

災
情
報
メ
ー
ル
を
受
け
取

れ
る
よ
う
に
し
て
お
く

▽
市
が
発
表
・
発
令
す
る

避
難
情
報
を
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
確

認
す
る

�問
▽
河
川
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
６
３
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

３
６

▽
危
機
管
理
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

３
０
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
５
８

市
で
は
今
年
１
月
、
浸

水
被
害
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
「
東
大
阪
市
総
合
雨

水
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
見
直
し
、
平
成
２７

年
か
ら
２９
年
ま
で
の
３
年

間
に
実
施
す
る
具
体
的
な

施
策
を
示
し
た
「
東
大
阪

市
総
合
雨
水
対
策
第
２
次

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

東
大
阪
市
総
合
雨
水
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

浸
水
被
害
軽
減
の
施
策
を

各
部
局
が
横
断
的
に
検
討

す
る
た
め
に
設
置
し
た「
東

大
阪
市
雨
水
対
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
会
議
」
が
、

昨
年
２
月
に
策
定
。
こ
れ

ま
で
の
河
川
・
下
水
道
の

整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
整

備
に
加
え
、
公
助
・
共
助

・
自
助
に
よ
る
雨
水
流
出

の
抑
制
や
雨
水
情
報
の
提

供
、
浸
水
対
策
に
関
す
る

広
報
活
動
と
い
っ
た
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
総
合

的
に
展
開
し
、
緊
急
的
か

つ
効
率
的
な
浸
水
対
策
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、

市
の
後
期
基
本
計
画
第
３

次
実
施
計
画
を
反
映
さ
せ
、

今
後
３
年
間
で
取
り
組
む

べ
き
対
策
内
容
を
具
体
的

に
示
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
対
策
を
進
め
る

こ
と
で
、浸
水
被
害
の
早
期

軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

雨
期
に
備
え
て

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
豪
雨
の
発

生
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
降
雨
情
報

に
注
意
し
浸
水
被
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地

域
内
の
道
路
側
溝
の
清
掃

や
豪
雨
時
は
下
水
道
へ
の

排
水
を
控
え
る
な
ど
浸
水

被
害
の
軽
減
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◇

◇

�問
下
水
道
計
画
総
務
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

４
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
７

身
を
守
る
行
動
を

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

意
見
を
募
集
し
ま
す

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

テーマ 日本一美しいまち東大阪

市民会議の参加者募集
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【改正】年税額が２年連続で
同額の場合、平準化。

【現行】一度生じた不均衡が
平準化しない。

１０，０００円１０，０００円２，０００円１８，０００円６０，０００円３０

１４，０００円６，０００円１８，０００円２，０００円６０，０００円２９

２，０００円１０，０００円２，０００円１０，０００円
３６，０００円（医療
費控除の増など）

２８

１０，０００円１０，０００円１０，０００円１０，０００円６０，０００円２７

１回当たりの
本徴収税額

（１０・１２・翌年２月）

１回当たりの
仮徴収税額

（４・６・８月）

１回当たりの
本徴収税額

（１０・１２・翌年２月）

１回当たりの
仮徴収税額

（４・６・８月）

年税額年度

【改正】【現行】

（例）収入が年金のみで個人住民税額が例年６０，０００円の場合

個人住民税の公的年金からの特別徴収制度の見直し
平
成
２８
年
度
個
人
住
民

税
の
納
税
通
知
書
を
６
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
住
民
税
を

給
与
か
ら
引
落
し
さ
れ
て

い
る
方
へ
は
、
税
額
決
定

通
知
書
を
５
月
中
旬
に
勤

務
先
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
２８
年
度
住
民
税
に

関
す
る
主
な
変
更
点
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

寄
附
金
税
額
控
除
の

拡
充

こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
の

範
囲
に
加
え
、
民
間
公
益

活
動
の
自
主
財
源
基
盤
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
市
民
公
益
税
制
と
し

て
、
大
阪
府
が
指
定
し
た

独
立
行
政
法
人
や
公
益
社

団
法
人
な
ど
の
法
人
に
対

し
、
平
成
２７
年
１
月
１
日

以
降
に
行
っ
た
寄
附
に
つ

い
て
も
、
平
成
２８
年
度
分

か
ら
寄
附
金
税
額
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
市
民
税
か
ら
の
控
除

に
つ
い
て
は
、
市
内
に
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

拡
充

平
成
２７
年
１
月
１
日
以

降
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
場
合
、
平
成
２８
年
度
分

の
個
人
住
民
税
の
特
例
部

分
に
お
い
て
寄
附
金
税
額

控
除
の
限
度
額
が
、
個
人

住
民
税
所
得
割
額
の
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
確
定
申
告

お
よ
び
市
民
税
・
府
民
税

申
告
が
不
要
な
給
与
所
得

者
な
ど
が
所
定
の
条
件
を

満
た
し
、
寄
附
を
し
た
団

体
へ
所
定
の
申
請
を
す
る

こ
と
で
、
確
定
申
告
お
よ

び
市
民
税
・
府
民
税
申
告

を
行
う
こ
と
な
く
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
金
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
る
特
例
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

本
特
例
の
適
用
を
受
け
る

場
合
、
所
得
税
か
ら
の
還

付
は
発
生
せ
ず
、
個
人
住

民
税
か
ら
の
控
除
で
税
の

軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
を
行
う
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

確
定
申
告
を
通
じ
て
、
所

得
税
か
ら
の
還
付
と
個
人

住
民
税
か
ら
の
控
除
で
税

の
軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
の
見
直
し

（
平
成
２８
年
１０
月
１
日
か
ら
）

�
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
は
、
年
金
に
か
か

る
年
税
額
を
年
金
の
支
給

月
に
あ
わ
せ
て
年
６
回
に

分
け
て
差
引
き
し
て
い
ま

す
。
４
・
６
・
８
月
を
仮

徴
収
、
１０
・
１２
・
翌
年
２

月
を
本
徴
収
と
し
、
仮
徴

収
額
は
前
年
度
分
の
２
月

分
、
本
徴
収
税
額
は
年
税

額
か
ら
仮
徴
収
税
額
を
引

い
た
額
の
３
分
の
１
ず
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
行
制
度
で
は
、
医

療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
税

額
の
変
動
が
あ
る
方
は
、

前
年
と
比
べ
仮
徴
収
税
額

と
本
徴
収
税
額
に
大
き
な

差
が
生
じ
、
不
均
衡
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
、
仮
徴
収

税
額
を
前
年
度
の
特
別
徴

収
税
額
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
の
３
分
の
１
ず

つ
の
額
と
し
、
徴
収
税
額

の
平
準
化
を
図
る
も
の
で

す
（
表
参
照
）。

�
年
金
保
険
者
に
対
し

て
特
別
徴
収
税
額
を
通
知

し
た
後
に
特
別
徴
収
税
額

が
変
更
さ
れ
た
場
合
や
、

賦
課
期
日
後
に
当
該
市
町

村
の
区
域
外
に
転
出
し
た

場
合
に
お
い
て
、
現
行
制

度
で
は
特
別
徴
収
を
中
止

し
普
通
徴
収
に
切
り
替
え

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、制
度
改
正
に
よ
り
、

税
額
変
更
や
転
出
し
た
場

合
に
お
い
て
も
一
定
要
件

を
満
た
す
と
、
特
別
徴
収

を
継
続
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

年
金
か
ら
の
引
落
し

特
別
徴
収
制
度

４
月
１
日
現
在
６５
歳
以

上
の
年
金
受
給
者
で
前
年

中
の
年
金
所
得
に
か
か
る

個
人
住
民
税
を
納
税
す
る

義
務
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

住
民
税
の
引
落
し
（
特
別

徴
収
制
度
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
制
度

は
、
納
税
方
法
を
変
更
す

る
だ
け
の
も
の
で
、
こ
の

制
度
に
よ
っ
て
新
た
な
税

負
担
が
生
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
落
し
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
引
落
し
さ
れ
る
個
人
住

民
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金

な
ど
の
額
を
超
え
る
方

な

ど
【
引
落
し
対
象
年
金
】

引
落
し
の
対
象
は
、
老

齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和

６０
年
以
前
の
制
度
に
よ
る

老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な

ど
で
す
。
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
な
ど
の
非
課
税
所

得
に
該
当
す
る
年
金
か
ら

住
民
税
を
引
き
落
と
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
引
落
し
の
方
法
】

特
別
徴
収
を
開
始
す
る

初
年
度
は
、
１０
月
か
ら
特

別
徴
収
を
行
い
ま
す
。
住

民
税
額
の
う
ち
６
月
と
８

月
は
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

次
年
度
以
降
は
、
前
年

度
の
特
別
徴
収
税
額
の
２

分
の
１
に
相
当
す
る
額
の

３
分
の
１
を
４
・
６
・
８

月
に
仮
徴
収
し
ま
す
。
仮

徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残

り
の
税
額
を
１０
・
１２
・
翌

年
２
月
に
分
け
て
本
徴
収

し
ま
す
。

森
林
環
境
税
を
創
設

大
阪
府
で
は
、
平
成
２８

年
度
か
ら
３１
年
度
ま
で
の

４
年
間
、
森
林
の
有
す
る

公
益
的
機
能
を
維
持
増
進

す
る
た
め
の
環
境
の
整
備

に
か
か
る
施
策
に
必
要
な

財
源
（
森
林
環
境
税
）
を

確
保
す
る
た
め
、
府
民
税

均
等
割
額
に
３
０
０
円
加

算
し
ま
す
。
な
お
、
森
林

環
境
税
に
つ
い
て
は
、
府

民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ

ー
「
ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン
」

（
０
６
―

６
９
１
０
―

８
０

０
１
）
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
（
年
末
年
始
を
除
く

平
日
９
時
〜
１８
時
）。

◇

◇

�問
市
民
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
９

６
月
２３
日
か
ら
は
男

女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
意
識
を
カ
イ

カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ

ク
。社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

で
す
。
性
別
に
捉
わ
れ

ず
、
自
分
ら
し
く
能
力

を
発
揮
で
き
る
生
き
方

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）で

は
、
講
演
会
や
講
座
を

開
催
し
た
り
、
家
庭
や

仕
事
な
ど
に
悩
む
人
の

た
め
の
相
談
事
業
を
実

施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

�問
男
女
共
同
参
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
３

０
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

イイ
ココ
ーー
ララ
ムム

記記
念念
のの
つつ
どど
いい

一一
人人
ひひ
とと
りり
がが

輝輝
くく
未未
来来
へへ
��

�時
６
月
２５
日
�
１３
時
３０

分
〜
１６
時

�定
２
４
４
人

（
申
込
先
着
順
）

�内
▽

日
新
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏

▽
関
西
学
院
大
学
客

員
教
授
で
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ

ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
理
事
の

大
崎
麻
子
さ
ん（
写
真
）

に
よ
る
講
演
「
自
分
ら

し
く
、
明
日
か
ら
幸
せ

に
生
き
る
ヒ
ン
ト
」

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学

前
幼
児
の
保
育
（
定
員

１０
人
で
１
人
３
０
０
円
。

６
月
１８
日
�
ま
で
に
要

予
約
）
と
手
話
通
訳
あ

り
。

�申
基
本
事
項（
１１

面
に
掲
載
）
と
保
育
が

必
要
な
場
合
は
子
ど
も

の
氏
名
・
生
年
月
日
を

電
話
で（
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
直
接
も

可
）【

ひ
と
こ
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
選
作
品
と

パ
ネ
ル
を
展
示
】

男
女
共
同
参
画
社

会
に
向
け
た
ひ
と
こ
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
入
選
作

品
と
、
世
界
の
女
の
子

が
「
生
き
て
い
く
力
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

ビ

コ

め
ざ
す
活
動
「B

eca

ー

ズ

ア
イ

ア

ム

ア

ガ

ー

ル

u
s
e
I
a
m
a
G
irl

」

の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

す
。�時

６
月
１８
日
�
〜
７

月
２
日
�
９
時
〜
２１
時

３０
分
（
第
４
月
曜
日
は

休
館
）

※
申
込
不
要
。

◇

◇

�所
�申
�問
イ
コ
ー
ラ
ム

０
７
２（
９
６
０
）９
２

０
１
、
�
０
７
２
（
９

６
０
）９
２
０
７
、
�i

k
o
ra
m
u
@
n
ifty
.c

o
m

��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

６月２３日からは
男女共同参画週間

意識をカイカク。社会をヘンカク。

６
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送

平平
成成
２２８８
年年
度度
個個
人人
住住
民民
税税
（（
市市
民民
税税
・・
府府
民民
税税
））

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２８年６月１日
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平
成
２８
年
度
の
国
民
健

康
保
険
料
決
定
通
知
書
を

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

６
月
の
第
１
期
分
か
ら
来

年
３
月
の
第
１０
期
分
ま
で

計
１０
回
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
次
の
条
件
に
当

て
は
ま
り
、
世
帯
の
平
成

２７
年
中
の
総
所
得
金
額
等

の
合
計
が
平
成
２８
年
度
減

免
所
得
基
準
額（
表
参
照
）

以
下
の
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
減
免
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
は
決
定
通
知
書

と
印
鑑
を
持
っ
て
医
療
保

険
室
保
険
料
課
ま
た
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
申
請
理
由
に
よ
り
、
添

付
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

減
免
の
条
件

▽
世
帯

の
１８
歳
以
上
の
被
保
険
者

全
員
（
擬
制
世
帯
主
を
含

む
）
が
税
務
署
・
市
民
税

課
・
医
療
保
険
室
保
険
料

課
の
い
ず
れ
か
に
所
得
申

告
し
て
い
る

▽
国
民
健

康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

（
徴
収
猶
予
の
承
認
を
受

け
、
誓
約
・
納
付
履
行
中

の
世
帯
は
除
く
）

※
不
況

な
ど
に
よ
る
所
得
減
少
は

減
免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
の
範
囲

▽
風
水

害
・
火
災
・
地
震
・
落
雷

・
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
災
害
に
よ
り
重
大
な
損

害
を
受
け
た

▽
事
業
の

休
廃
業
・
失
業
な
ど
に
よ

り
、
加
入
世
帯
の
総
所
得

金
額
等
の
合
計
が
前
年
中

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

よ
り
４
割
以
上
減
少
し
た

▽
世
帯
に
原
子
爆
弾
被
爆

者
が
い
る

▽
世
帯
に
障

害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

・
Ｂ
１
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
）
が
い

る

▽
母
子
・
父
子
世
帯

で
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
（
た
だ

し
１８
歳
以
上
６５
歳
未
満
の

被
保
険
者
が
い
る
場
合
を

除
く
）

▽
昭
和
２７
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方

の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
高

齢
者
の
み
の
所
得
で
ほ
か

の
者
を
扶
養
し
て
い
る

【
失
業
者
特
別
減
免
】

平
成
２７
年
１
月
１
日
以

降
に
、
主
た
る
所
得
者
が

リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
、
廃
業

に
よ
り
現
在
も
失
業
中
で
、

次
の
条
件
の
全
て
に
当
て

は
ま
る
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

減
免
の
条
件

▽
主
た

る
所
得
者
に
就
労
を
伴
わ

な
い
所
得
（
年
金
、
不
動

産
、利
子
な
ど
）が
な
い

▽
主
た
る
所
得
者
以
外
の

被
保
険
者
所
得
が
３８
万
円

以
下添

付
書
類

▽
離
職
者

�
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
証
明
書

▽
事
業
の

倒
産
・
廃
業
�
倒
産
手
続

き
の
申
請
書
類
な
ど
、
廃

業
届非

自
発
的
失
業
者
は

届
出
を

非
自
発
的
失
業
軽
減
は
、

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
お
よ
び
特
定
理
由
離

職
者
を
対
象
に
、
離
職
日

の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら

そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
末
ま
で
軽
減
し
ま

す
。
保
険
料
は
、
非
自
発

的
失
業
者
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
３０
に
し
て
算

定
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
軽
減

国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
の
平
成
２７
年
中
の
総
所

得
金
額
等
の
合
計
が
次
の

場
合
、
保
険
料
の
均
等
割

額
と
平
等
割
額
を
軽
減
し

ま
す
。

な
お
、
昭
和
２６
年
１
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
公
的

年
金
受
給
者
は
、
年
金
の

雑
所
得
金
額
か
ら
最
大
１５

万
円
を
控
除
し
た
後
の
金

額
で
判
定
し
ま
す
。

基
準
額
・
軽
減
率

▽

総
所
得
金
額
等
の
合
計
が

３３
万
円
以
下
の
場
合
�
７

割
軽
減

▽
総
所
得
金
額

等
の
合
計
が
３３
万
円
を
超

え
、
３３
万
円
＋
（
２６
万
５

０
０
０
円
×
被
保
険
者
数
）

以
下
の
場
合
�
５
割
軽
減

▽
総
所
得
金
額
等
の
合
計

が
３３
万
円
を
超
え
、
３３
万

円
＋
（
４８
万
円
×
被
保
険

者
数
）
以
下
の
場
合
�
２

割
軽
減

所
得
の
申
告
を

軽
減
（
７
割
、
５
割
、

２
割
）
に
つ
い
て
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

軽
減
の
判
定
に
は
、
収
入

が
な
く
て
も
確
定
申
告
・

市
民
税
申
告
・
国
民
健
康

保
険
料
所
得
申
告
な
ど
が

必
要
で
す
。
ま
だ
所
得
申

告
を
し
て
い
な
い
世
帯
主

（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
緩
和

同
じ
世
帯
の
方
が
国
民

健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
移
行
し
、

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
が

単
身
と
な
っ
た
場
合
、
保

険
料
の
平
等
割
額
を
軽
減

し
ま
す
。

ま
た
、被
用
者
保
険（
社

会
保
険
な
ど
）
の
被
保
険

者
本
人
が
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
新
た
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
方
が
６５
歳

以
上
の
被
扶
養
者
（
旧
被

扶
養
者
）
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
所
得
割
を
全
額
免

除
し
、
均
等
割
額
を
半
額

に
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
旧
被
扶
養

者
の
み
の
世
帯
は
平
等
割

額
も
半
額
に
し
ま
す
。

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険
料

課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
以
下
、「
限
度

額
認
定
証
」）は
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
医
療
費
、
入
院

時
の
食
事
代
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
も
の
で
す
（
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

の
み
交
付
）。

現
在
、
交
付
し
て
い
る

限
度
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。
８

月
以
降
も
引
き
続
き
対
象

と
な
る
方
に
は
、
７
月
２０

日
ご
ろ
に
新
し
い
限
度
額

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と

同
じ
住
所
に
普
通
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

窓
口
で
の
申
請
は
不
要

で
す
が
、
収
入
状
況
や
世

帯
構
成
の
変
更
な
ど
に
よ

り
、
今
年
度
か
ら
市
民
税

課
税
世
帯
に
な
っ
た
方
に

は
限
度
額
認
定
証
を
送
付

し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
交
付

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
方

が
新
た
に
交
付
を
受
け
る

に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。�問

医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

「
両
親
の
出
身
地
は

ど
こ
で
す
か
」「
家
族
の

職
業
は
」「
尊
敬
す
る
人

物
は
」「
結
婚
、
出
産
し

て
も
働
き
続
け
ら
れ
ま

す
か
」
な
ど
、
採
用
選

考
の
面
接
で
聞
い
た
り
、

聞
か
れ
た
り
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
ら
の
質
問
は
、
本
人

に
責
任
の
な
い
こ
と
や

本
来
自
由
で
あ
る
べ
き

事
項
で
、
就
職
差
別
と

い
え
ま
す
。

公
正
な
採
用
選
考
の

た
め
に
、
事
業
主
は
応

募
者
の
基
本
的
人
権
を

尊
重
し
、
応
募
者
本
人

の
適
性
や
能
力
に
基
づ

い
て
そ
の
資
質
や
長
所

を
見
い
だ
す
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
、
提
出
さ
れ

た
履
歴
書
な
ど
は
厳
重

に
取
り
扱
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

府
で
は
、
６
月
を
就

職
差
別
撤
廃
月
間
と
定

め
、
次
の
啓
発
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

【
人
権
問
題
啓
発
研

修
会
と
求
人
説
明
会
】

来
春
中
学
校
・
高
校

を
卒
業
す
る
方
の
求
人

を
考
え
て
い
る
事
業
所

を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。�時

６
月
１０
日
�
１３
時

３０
分
〜
１６
時

�所
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東

大
阪
南
館
３
階
技
術
交

流
室【

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
】�時

６
月
１
日
�
８
時

か
ら

�所
近
鉄
布
施
駅

前
【
就
職
差
別
１
１
０

番
】電

話
と
Ｅ
メ
ー
ル
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
６
月
１５
日
�
〜
１７
日

�
１０
時
〜
１８
時
�
０
６

（
６
２
１
０
）９
５
１
８

▽
６
月
中
�
�ro

s
ei

�
g
0
4
@
s
b
o
x
.p
ref.

o
s
a
k
a
.lg
.jp

◇

◇

�問
労
働
雇
用
政
策
室

０
６（
４
３
０
９
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１

７
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、
�
０
６
（
４
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０
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）
３
８
４
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留
守
家
庭
児
童
育
成

ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
の

児
童
の
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
、
下
校
時
に

保
護
者
が
就
労
な
ど
で

家
庭
に
い
な
い
児
童
を

預
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
留
守

家
庭
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

の
保
護
者
負
担
金
に
つ

い
て
、
減
免
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
市
立
小
学

校
内
に
あ
る
同
一
の
留

守
家
庭
児
童
育
成
ク
ラ

ブ
を
同
一
世
帯
で
利
用

し
て
い
る
兄
弟
姉
妹
が

い
る
多
子
世
帯
児
童
で
、

月
額
６
０
０
０
円
が
２

人
目
は
半
額
免
除
、
３

人
目
以
降
は
全
額
免
除

と
な
り
ま
す
。

�問
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

室

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
８
１
、
�
０
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※１人増えるごとに３３万円を加算。

２１７万円２４７万円１９１万円３人

１８４万円２１４万円１５８万円２人

１８１万円１２５万円１人

ひとり
親家庭障害者高齢者世帯

人数

（表）平成２８年度減免所得基準額

多子世帯の
利用料を減免

留守家庭児童育成クラブ６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

そ
の
質
問
、採
用
選
考
に
必
要
で
す
か
？

後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
認
定
証

窓
口
で
の
更
新
手
続
き
は
不
要
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国民健康保険料

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２８年６月１日
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６月１日から全国一斉に水道週

間が始まります。水は、限りある資

源です。この機会に、水の大切さを

もう一度考えてみましょう。上下

水道局では、水道週間にあわせて

次のとおりキャンペーンを行いま

す。 �時６月４日�１０時～１５時
�所イズミヤ若江岩田店（瓜生堂１）
�内水道水とミネラルウォーターの
きき水、パネル展、粗品の配布

�問水道総務部総務課 ０６（６７２４）

１２２１、�０６（６７２１）２３７４

建物の所有者は
飲み水の衛生管理を

水道水を貯水槽に貯留している

ビルやマンションでは、管理が不

適切だと水の汚染事故が起こる恐

れがあります。建物の所有者は次

の管理基準を守り給水施設と水の

衛生管理に努めてください。また、

利用者が水の異常に気づいたとき

は所有者に連絡しましょう。

管理基準 �貯水槽の清掃は定
期的（年１回）に行う �不備な点
は速やかに改善する �水の色・

濁り・におい・味などに異常があ

れば水質検査を行う �貯水槽の
水が健康を害する恐れがあるとき

は、直ちに給水を停止し、利用者

や保健所、上下水道局などに連絡

する ※受水槽の有効容量が１０�
を超えるものは、保健所への簡易

専用水道の届出と年１回の定期検

査（厚生労働大臣の登録を受けた

検査機関による検査）が必要です。

�問�環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、

�０７２（９６０）３８０７ �上下水道局給
水課 ０６（６７２４）１２２１、�０６（６７２１）
２３７４

健康は日々の食事の積み重ねです。

生涯にわたって心も体も健康で、質

の高い生活を送るため、「食育の日」

をきっかけに「食べること」を考え

てみましょう。

朝ごはんは
規則正しい生活の第一歩

近年では、子どもたちの生活習慣

の乱れが、学習意欲や体力、気力の

低下する一因と指摘されています。

文部科学省が昨年度実施した全国学

力学習状況調査によると、朝食を毎

日食べている子どもの方が、学力調

査の平均正答率や体力合計点が高い

傾向にありました。

私たちの体は寝ている間もエネル

ギーを消費しているので、朝起きた

ときには体や脳はエネルギーや栄養

が不足した状態にあります。そのた

め、朝ごはんでエネルギーや栄養を

補給し、午前中からしっかり活動で

きる状態をつくることが大切です。

また朝ごはんを食べるときは、し

っかり噛んで食べましょう。噛むこ

とで脳が目覚め、消化活動も活性化

することから朝の排便習慣にもつな

がります。

第二次東大阪市食育推進計画では、

朝食を食べない市民の割合を減らす

ことを目標にしています。

平成２６年度の中間調査では、朝食

を食べない市民の割合は、保育園児

０．９％、幼稚園児０．４％、小学生５．２％、

中学生８．６％、青年期男性３０．６％、青

年期女性９．６％です。平成２３年度と比

べると小学生、青年期男性の欠食者

の割合が増えていました。

次の朝食の工夫を参考に、朝ごは

んを食べる生活習慣をつけましょう。

�食べる習慣がない�まずは牛乳や
野菜ジュースから始める �調理時
間がない�パンやシリアル、くだも
のなどすぐ食べられるものを準備す

る �食欲がない�夕食は早めに食
べ、遅くなる場合は軽い食事にする

カンタンメニュー
そぼろロコモコ風の作り方

食育推進メニュー集から、ワンプ

レートで主食、主菜、副菜が揃う栄

養バランス満点のメニュー「そぼろ

ロコモコ風」（写真）を紹介します。

ぜひ、この機会に１度作ってみま

しょう。

【材料（２人分）】
ご飯茶碗２杯、卵２個、レタス３

枚、トマト��個、肉そぼろ（ひき肉
１５０ｇ、サラダ油小さじ１）、Ａ（砂糖

大さじ��、しょうゆ小さじ２、塩・
こしょう少々）

【作り方】
�フライパンにサラダ油をしき、
ひき肉を炒め、色が変わったらＡで

味付けをする

�レタスは手でちぎり、トマトは
くし型に切る

��を器に移し、ペーパータオル
でフライパンをふき、目玉焼きを作

る

�皿にご飯を盛り、�と�をのせ、
�を添えて完成

みんなで楽しく
食育推進キャンペーン

食に関するボランティア団体と連

携し、キャンペーンを行います。

�時�所�６月１０日�１０時～１３時３０分
�イオン東大阪店 �１５日�１０時～
１３時３０分�スーパー万代御厨店 �
１９日�１１時～１６時�ニトリモール東
大阪 �２８日	１０時～１２時�鴻池子
育て支援センター �内血管脈波測定、
パソコンによる食事診断、食育ゲー

ム、パネル展示など

◇ ◇

�問健康づくり課


犬・猫に関する相談は動物指導センター（０７２‐９６３‐６２１１）まで。

一般健康相談は廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。

（北部）は盾津鴻池公民分館分室です。

西保健センターへの車での来所はご遠慮ください。

１日�・２０日�
１３：２０～１４：２０

７日	・２１日	
９：１０～１０：００

７日	・２１日	
１３：４５～１４：３０

ＢＣＧ接種
�５か月から１歳の誕生
日の前日までの乳児


１日�９：３０～１１：００
２７日�１３：００～１６：００

３日�・１７日�
９：３０～１１：００

１５日�・２２日�
９：３０～１１：００

糖尿病個別食事相談

１０日� １３：００から１５日�１３：３０～１５：３０離乳食講習会

１４日	・２８日	
１３：１５～１４：１５

３日�・１７日�
１３：００～１４：２０

（北部は来月）

１０日�・２４日�
１３：３０～１４：４０

３歳６か月児健康診査
〈平成２４年１２月生まれ〉

※個別に通知しています。

７日	・２１日	
１３：１５～１４：１５

８日�（北部）
１３：３０～１４：３０

１０日�・２４日�
１３：００～１４：２０

１５日�・２２日�
１３：３０～１４：４０

１歳６か月児健康診査
〈平成２６年１１月生まれ〉

（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

８日�・１５日�・２２日�
１３：２０～１４：３０

１４日	・２８日	
９：１０～１０：００

２１日	（北部）
１３：１５～１３：４５

１４日	・２８日	
１３：１０～１４：１０

４か月児健康診査
〈平成２８年２月生まれ〉

※個別に通知しています。

月曜日～金曜日 ９：００～１２：００・１２：４５～１７：３０電話健康相談

２２日�
９：１０～１０：００

２４日�
９：３０～１０：００

骨密度測定（予約制、
対象は２０歳以上の方）

１日�・１５日�
１０：００～１２：００

７日	・１４日	・２１日	
１４：００～１６：００

７日	・２１日	
１０：００～１２：００

８日�・１４日	・１６日�・
２２日�・２８日	・２９日�

１４：００～１６：００

１日�・２日�・９日�・
１６日�・２８日	

１４：００～１６：００

こころの健康相談（予約
制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む


１３日�・２７日�
９：３０～１１：００

８日�・２２日�
９：３０～１１：００

２日�・１６日�
９：３０～１１：００

専門相談
�
�
�
�
�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ

ルス検査

�
�
�
�
�

（証明書の発行はありません）

西保健センター
（０６‐６７８８‐００８５）

中保健センター
（０７２‐９６５‐６４１１）

東保健センター
（０７２‐９８２‐２６０３）

ところ

行 事

０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４

環境衛生検査

センター

平常項目１６，８００円

９：３０
〜

１１：００

１３日�水道法に基づく
飲用水水質検査（予約制）

０６（６７８８）４４８３

�０６（６７８８）２０６４
各４３２円

７日	
２１日	寄生虫卵検査、

ぎょう虫卵検査

２，６４０円
検便（赤痢菌、サルモネ
ラ属菌、大腸菌Ｏ１５７）

受付場所料 金受付日・時間検査の種類

																																																																																			
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																																																																		

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

６月１日からは水道週間
じゃ口から 安心とどけ 未来まで

朝ごはんを習慣に
６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」

東 大 阪 市 政 だ よ り （６）平成２８年６月１日



正しいラジオ体操を
マスターしよう

�時６月２０日�・２７日�１０時～１１時
３０分（計２日間） �対運動制限のな
い市内在住の方 �定３０人（申込先着
順） �持タオル、飲み物 �申６月１
日�から電話で
�所�申�問中保健センター

歯科医師が応じます
成人歯科健康相談

�時�所�６月２２日��西保健センタ
ー �２４日��東保健センター ☆

いずれも９時３０分～１１時３０分 �対市
内在住の２０歳以上の方 �定各１２人（申
込先着順） �申電話で
�申�問東・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�定�申�７月１４日�９時１５分か
ら・９時４５分から・１０時１５分から�
市役所荒川庁舎（旧教育委員会）／３０

人（申込先着順）／６月８日�から西
保健センターへ電話または直接 �
７月２５日�９時３０分から�東保健セ
ンター／３０人（申込先着順）／６月１

日�から電話で �７月２８日�１３時
から・１３時３０分から・１４時から�中
保健センター／３５人（申込先着順）

／６月１日�から電話で �対平成２８
年４月１日現在、４０歳以上の偶数年

齢の女性または無料クーポン券対象

者 �料８００円 ※後期高齢者医療被保

険者証または高齢受給者証をお持ち

の方は無料。なお、生活保護受給者

または市民税非課税世帯の方は事前

に保健センターで無料受診券の交付

を受けてください。 �持問診票、市
がん検診受診証、健康手帳、バスタ

オル

�申�問東・中・西保健センター

乳幼児健康相談

�時�所�６月３日�１０時～１１時�あ
さひっこ（旭町子育て支援センター）

�８日�１０時～１１時�ゆうゆうプラ
ザ（日下） �１０日�９時３０分～１０時
３０分�西保健センター �１６日�９
時３０分～１０時３０分�中保健センター
�２２日�１０時～１１時�ももっこ（楠
根子育て支援センター） �対３歳未
満の乳幼児 �内身体測定、育児・栄
養相談など

�問東・中・西保健センター

ぜん息児童のための水泳教室

�時７月２２日～８月２６日の金曜日１３
時３０分～１５時３０分（８月１２日を除く

計５日間） ※６月３０日�に参加者
説明会あり。 �所ＮＳＩ花園スイミ
ングスクール（吉田１） �対市内在
住のぜん息のある４歳児～小学校１

年生 �定３０人（抽選） �申申込書を
６月１日�～８日�（必着）に郵送
または直接 ※申込書は保健センタ

ーで配布。

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―３００
保健所健康づくり課

ヘルスメイトの料理講習会
簡単スピードクッキング
み そ

味�を使って手軽にできる１品を
足して、食事バランスをアップさせ

ます。 �時６月１６日�１３時～１５時３０
分 �定２０人（申込先着順） �料３５０円
�持エプロン、三角巾、手ふき（２枚）
�申６月１３日�までに電話で
�所�申�問西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�６月２１日�９時１０分から・
１０時から�西保健センター �２３日
�９時３０分から・１０時１５分から�東
保健センター �対�肺がん検診�市
内在住の４０歳以上の方 �結核検診
�市内在住の６５歳以上の方 �定各日
４０人（申込先着順） �申電話または
直接

�申�問東・西保健センター

６月はゴキブリ駆除強調月間

ゴキブリは感染症や食中毒の病原

体を運ぶ害虫です。日頃から次のこ

とを心がけ、ゴキブリの住みにくい

環境をつくりましょう。 �食品を
保存するときは容器に入れ、きっち

り蓋をする �残飯などは蓋付きの
ごみ箱に入れる �台所はいつも清
潔にする �黒い砂粒のようなゴキ
ブリの排せつ物は取り除く

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７

丈夫な骨をつくろう
骨粗しょう症予防料理教室

ヘルスメイトといっしょに丈夫な

骨をつくるための調理法や知識など

を身につけませんか。 �時６月３０日
�１３時～１６時 �対市内在住の方 �定
１５人（申込先着順） �料３５０円 �持エ
プロン、三角巾、手ふき（２枚）

�申６月２７日�までに電話または直接
�所�申�問東保健センター

食育推進計画策定懇話会委員に
なりませんか

第三次東大阪市食育推進計画を策

定するにあたり、地域の声を取り入

れるため、懇話会の委員を募集しま

す。 �対市内在住の２０歳以上の方（市
の付属機関の委員、市の外郭団体職

員などを除く） �定若干名（書類選
考） 任期 来年３月３１日まで �申
基本事項（１１面に掲載）と職業、作

文「食育について思うこと」（８００字以

内）を６月１７日�（必着）までに郵
送または直接

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―３００
保健所健康づくり課

６月の献血

�時�所�６月５日	�近鉄布施駅北
側バスロータリー �１４日��マル
ナカ東大阪店 �３０日��近鉄河内
小阪駅 ※受付時間は場所によって

異なり、日程を変更する場合もあり

ます。受付時に保険証などで本人確

認をします。

�問�大阪府赤十字血液センター
０６（６９６２）７６５４、�０６（６９６８）４９００
�地域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、

�０７２（９６０）３８０６

骨密度測定検査

�時７月７日�・１４日�９時２０分～
１０時３０分 �対２０歳以上の方 �定各３５
人（申込先着順） �申電話で
�所�申�問中保健センター

食中毒が多発する季節です
卵や肉の生食にご注意

食中毒の多くは、「サルモネラ属菌」

や「腸管出血性大腸菌」「カンピロバ

クター」が原因です。これらの食中

毒菌は、食肉類や卵に付着している

ことが多いので、次のことに注意し

てください。

【新鮮なものを購入する】
食中毒菌は時間がたつにつれて増

えます。特に卵は、ひび割れのない

ものを選びましょう。また、購入後

は早く冷蔵庫に入れましょう。

【適切に保存を】
冷蔵庫や冷凍庫で殺菌できるわけ

ではありませんので、新鮮なうちに

食べましょう。特に、卵は割ってから

長時間放置するとたいへん危険です。

【充分加熱する】
レバーや肉、卵は生食しないでく

ださい。生食用牛レバーは食品衛生

法の改正により、販売できなくなっ

ています。販売されている牛レバー

は全て加熱用です。豚肉（内臓含む）

も昨年６月から生食が禁止されてい

ます。また、卵の中には、まれにサ

ルモネラ属菌が存在することがあり

ますので、中心部分まで充分加熱し

ましょう（目安は中心温度８５℃で１

分間）。

焼肉やバーベキューをするときは、

生肉に触れる箸と食べる箸を分けて

ください。

【乳幼児や高齢者は特に注意】
食中毒の症状は、抵抗力の弱い乳

幼児や児童、高齢者の場合、重症化

することがありますので、特に注意

してください。

【出前衛生講習会のご利用を】
食品衛生の知識を高めるため、出

前衛生講習会（平日１０時～１６時）を実

施していますので、ご利用ください。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

このコーナーでは、糖尿病を予

防するため、また糖尿病と上手に

付き合っていくうえで役立つ献立

を紹介しています。糖尿病食は健

康食ですので、体重が気になる方

にもおすすめです。

野菜や海藻、きのこは血糖値を

上げにくくする食物繊維が豊富な

ので、１日３５０ｇ以上を目標にしっ

かり食べましょう。ただし、かぼ

ちゃやれんこん、とうもろこしな

どの野菜、じゃがいもやさつまい

もなどの芋類は血糖値を上げやす

いので、食べ過ぎに注意しましょ

う。今回紹介する「ヘルシー野菜

炒め」（写真）は、塩を使わずに味

付けをし、さくらえびの香りで薄

味でもおいしく食べられます。

ヘルシー野菜炒めの作り方
�
�
１人分の栄養価：エネルギー
５１kcal、塩分０．３ｇ、野菜７５ｇ

�
�

材料（２人分） キャベツ１００ｇ、
にんじん３０ｇ、きぬさや２０ｇ、さく

らえび６ｇ、Ａ（植物油小さじ１、

オイスターソース小さじ１、こし

ょう少々）

�キャベツとにんじんは３
の

長さで短冊切りにする

�きぬさやは筋を取る
�耐熱ボウルに�、�、さくら
えび、Ａを入れ混ぜ合わせる

�ラップをして、電子レンジ（６００
Ｗ）で３分～４分加熱する。加熱

途中で取り出し混ぜる

�器に盛りつけて完成
（東大阪地域活動栄養士会糖尿

病食献立集より）

◇ ◇

�問健康づくり課

																																																							
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																																						

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

糖尿病食は健康食

ヘルス クッキングヘルス クッキングアップ ２

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（７） 平成２８年６月１日



市
職
員
・
消
防
吏
員
、

総
合
病
院
の
助
産
師
・
看

護
師
を
募
集
し
ま
す
。
職

種
や
採
用
予
定
人
数
、受
験

資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
い
ず
れ
も
日
本

国
籍
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
受
験
で
き
、
申
込
時
の

請
求
に
基
づ
き
、
不
合
格

者
の
み
試
験
成
績
を
開
示

し
ま
す
。

ガ
ッ
ツ
あ
ふ
れ
る
熱
い

心
と
行
動
力
を
も
っ
た
皆

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。
本
庁
人
事
課
・
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も

交
付
。

市市
職職
員員

平
成
２９
年
４
月
に
採
用

す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
や
採
用
予
定
人
数
、

受
験
資
格
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

試
験
日

▽
第
１
次
�

６
月
２６
日
�

▽
第
２
・

３
次
�
第
１
・
２
次
そ
れ

ぞ
れ
の
合
格
者
に
通
知

合
格
発
表（
予
定
）
▽
第

１
次
�
７
月
８
日
�

▽

第
２
次
�
８
月
中
旬

▽

第
３
次
�
９
月
上
旬

�申

申
込
書
を
６
月
１
日
�
〜

８
日
�
（
消
印
有
効
）
に

郵
送
ま
た
は
１０
日
�
ま
で

に
直
接

※
申
込
書
は
上

下
水
道
局
総
務
課
で
も
交

付
。

◇

◇

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
人
事
課

０
６（
４
３

０
９
）３
１
１
７
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
９

消消
防防
吏吏
員員

１０
月
採
用
予
定
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

【
上
級
】

�対
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
平
成
３
年
４

月
２
日
〜
平
成
６
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方

�定

７
人【

初
級
】

�対
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
平
成
６
年
４

月
２
日
〜
平
成
１０
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方

�定

１２
人

◇

◇

試
験
日
・
方
法

▽
第

１
次
�
６
月
２６
日
�
／
筆

記
試
験
、
体
力
測
定

▽

第
２
次
�
７
月
１０
日
�
／

論
作
文
、適
性
検
査

※
口

述
試
験
は
７
月
２５
日
�
〜

２９
日
�
の
い
ず
れ
か
に
実

施
。

合
格
発
表（
予
定
）

▽
第
１
次
�
７
月
４
日
�

▽
第
２
次
�
８
月
４
日
�

�申
申
込
書
を
６
月
１０
日
�

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
６
月
２
日
�
〜

１３
日
�
に
直
接

※
申
込

書
は
消
防
局
人
事
教
養
課
、

消
防
署
で
も
交
付
。

【
採
用
試
験
説
明
会
】

採
用
試
験
説
明
会
を
２

回
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

�申
�問
〒
５７８
―

０
９
２
５
稲

葉
１
―

１
―

９

消
防
局
人

事
教
養
課

０
７
２
（
９

６
６
）９
６
６
１
、�
０
７

２
（
９
６
６
）
９
６
６
９

市市
立立
総総
合合
病病
院院
のの

助助
産産
師師
・・
看看
護護
師師

市
立
総
合
病
院
は
、
１０

月
に
地
方
独
立
行
政
法
人

に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

【
助
産
師
・
看
護
師

Ａ
】�対

昭
和
４６
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
免
許
を
す
で
に
取
得

し
て
い
る
夜
勤
可
能
な
方

�定
あ
わ
せ
て
２０
人
程
度

採
用
時
期
（
予
定
）

８

月
以
降

【
助
産
師
・
看
護
師

Ｂ
】�対

昭
和
５２
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
免
許
を
来
年
３
月
に

取
得
見
込
み
の
夜
勤
可
能

な
方

�定
あ
わ
せ
て
５０
人

程
度

採
用
時
期（
予
定
）

来
年
４
月

◇

◇

試
験
日

６
月
２６
日
�

試
験
方
法

個
別
面
接

合
格
発
表（
予
定
）
７
月

１
日
�

�申
申
込
書
を
６
月
１７
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
直
接

※
申
込
書

は
市
立
総
合
病
院
総
務
課

・
看
護
局
で
も
交
付
。

�申
�問
〒
５７８
―

８
５
８
８
西

岩
田
３
―

４
―

５

市
立
総

合
病
院
総
務
課

０
６

（
６
７
８
１
）５
１
０
１
、

�
０
６（
６
７
８
１
）２
１

９
４

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

昨
年
策
定
し
た
「
東
大
阪
市
教
育
行
政
に

関
す
る
大
綱
」
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
行

動
計
画
と
し
て
「
東
大
阪
市
教
育
施
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し

た
。
平
成
２８
年
度
か
ら
３１
年
度
ま
で
の
４
年

間
を
計
画
年
度
と
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
成
長
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

社
会
を
生
き
る
現
代
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
多
様
な

文
化
や
考
え
方
、
立
場
を

理
解
し
な
が
ら
、
自
分
の

考
え
を
正
確
に
伝
え
る
能

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
本
市
は
、「
ラ
グ
ビ
ー

の
ま
ち
」「
モ
ノ
づ
く
り
の

ま
ち
」
と
し
て
全
国
に
知

ら
れ
、
多
様
性
に
満
ち
た

歴
史
と
文
化
を
引
き
継
い

で
き
た
都
市
で
す
。

こ
の
多
文
化
共
生
社
会

で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
は
、

多
様
な
人
と
尊
重
し
あ
い

つ
な
が
り
な
が
ら
、
主
体

的
に
自
分
自
身
の
生
き
方

を
切
り
開
い
て
い
け
る
力

が
必
要
で
す
。

昨
年
１０
月
に
策
定
し
た

「
東
大
阪
市
教
育
行
政
に

関
す
る
大
綱
」
で
は
、「
め

ざ
す
べ
き
教
育
の
姿
」
や

理
念
を
明
確
に
し
、
平
成

２８
年
度
か
ら
３１
年
度
ま
で

の
計
画
年
度
に
取
り
組
む

５
つ
の
重
点
的
な
事
項
を

示
し
ま
し
た
。

重
点
的
な
取
組
み
の
具

体
的
な
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、「
連
携
」
を
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
位
置
づ
け
、「
さ

ま
ざ
ま
な
主
体

と
の
横
の
連

携
」
と
「
誕
生

か
ら
高
校
ま
で

の
連
続
し
た
縦

の
連
携
」
を
行

い
、
各
取
組
み

が
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
も
の
で

は
な
く
、
相
互

に
関
係
し
あ
っ

て
進
め
て
い
く

こ
と
で
教
育
の

質
の
向
上
を
め

ざ
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
さ

ら
に
市
教
育
委

員
会
で
は
、
こ

の
大
綱
を
具
体
的
に
展
開

し
て
い
く
た
め
、「
東
大
阪

市
教
育
施
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
今
年
３
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

【
実
効
性
あ
る
プ
ラ
ン

が
完
成
】

「
東
大
阪
市
教
育
施
策

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
で

は
、
大
綱
で
示
さ
れ
た
５

つ
の
重
点
的
な
取
組
み（
図

参
照
）
を
実
現
す
る
た
め

の
教
育
施
策
、
ま
た
そ
れ

に
対
応
す
る
主
な
事
業
の

年
度
目
標
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
示
し
た
実
効
性

の
あ
る
プ
ラ
ン
で
す
。
こ

の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
各
重

点
施
策
の
取
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

次
の
主
な
教
育
施
策
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
本
市
の

め
ざ
す
べ
き
教
育
の
姿
の

実
現
に
向
か
っ
て
い
き
ま

す
。

主
な
教
育
施
策

▽
教
育
環
境
の
整
備
や

安
全
に
関
す
る
教
育
の
充

実
�
学
校
園
に
お
け
る
園

児
・
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
、
過
小
校
統
合
に
よ

る
教
育
環
境
の
改
善
、
中

学
校
給
食
の
実
施

▽
子
ど
も
の
生
き
る
力

の
育
成
�
子
ど
も
た
ち
の

確
か
な
学
力
の
確
立
、
豊

か
な
心
の
育
成
、
健
や
か

な
身
体
の
育
成

▽
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
教
育
力
の
向
上
�
学
校

協
議
会
に
よ
る
学
校
改
善
、

豊
か
な
つ
な
が
り
の
中
で

の
家
庭
教
育
支
援
、
地
域

の
教
育
力
の
強
化

▽
第
三
次
東
大
阪
市
生

涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ

く
社
会
事
業
の
推
進
�
い

つ
で
も
学
べ
る
環
境
づ
く

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成

活
動
の
推
進

◇

◇

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

全
文
な
ど
詳
し
く
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。�問

教
育
企
画
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
６
４
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

３
７

���������������������������������������������������
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今
年
で
３９
回
目
の「
市

民
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が

５
月
７
日
・
８
日
に
ふ

れ
あ
い
通
り
会
場
（
近

鉄
布
施
駅
〜
八
戸
ノ
里

駅
）
と
花
園
中
央
公
園

会
場
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
約
４２
万
５
０
０
０

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り

は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
行
委
員
を
結
成

し
、
毎
年
数
多
く
の

団
体
が
参
加
す
る
市

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

ふ
れ
あ
い
通
り
会

場
で
は
、ハ
ー
レ
ー
を

先
頭
に
河
内
小
阪
駅

付
近
か
ら
布
施
駅
前

ま
で
計
３６
団
体
が
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

花
園
中
央
公
園
会
場

で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
近
鉄
ラ

イ
ナ
ー
ズ
の
選
手
に
よ

る
ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、両
会
場
で
は
、

計
５
２
０
以
上
の
市
内

事
業
所
や
団
体
な
ど
に

よ
る
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
７
日
の
前
夜

祭
で
は
、
音
頭
ス
テ
ー

ジ
や
打
ち
上
げ
花
火
に

訪
れ
た
市
民
ら
は
本
祭

り
へ
の
気
分
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
多
く

の
家
族
連
れ
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

市
立
総
合
病
院
は
、
１０

月
に
「
地
方
独
立
行
政
法

人

市
立
東
大
阪
医
療
セ

ン
タ
ー
」
に
移
行
す
る
予

定
で
す
。同
セ
ン
タ
ー
は
、

急
速
に
変
化
す
る
医
療
環

境
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
よ
り
良
質
な
急
性

期
医
療
の
提
供
と
経
営
改

善
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

市
が
設
立
す
る
法
人
で
す
。

こ
の
職
員
採
用
試
験
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
方
は
、

地
方
公
務
員
で
は
な
く「
市

立
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
職
員
（
非
公
務
員
）
と

な
り
ま
す
。

職
種
、
受
験
資
格
な
ど

は
表
の
と
お
り
で
す
。

試
験
日
・
方
法

▽
第

１
次
�
７
月
３
日
�
／
専

門
試
験（
記
述
式
）

▽
第

２
次
�
８
月
６
日
�
／
面

接

合
格
発
表（
予
定
）

▽
第
１
次
�
７
月
２９
日
�

▽
第
２
次
�
８
月
１８
日
�

�申
申
込
書
を
６
月
２２
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
直
接

※
申
込
書
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
市
立
総

合
病
院
総
務
課
、
本
庁
人

事
課
・
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
で
も
交
付
。

�申
�問
〒
５７８
―

８
５
８
８
西

岩
田
３
―

４
―

５

市
立
総

合
病
院
総
務
課

０
６

（
６
７
８
１
）５
１
０
１
、

�
０
６（
６
７
８
１
）２
１

９
４

※実務経験とは、正社員、非常勤、アルバイトを問いませんが、
１週間の平均勤務時間が３０時間以上で、今年４月１日現在の勤
務実績が、受験資格欄の年数以上あることが必要です。

社会福祉士免許を取得後、病院での
実務経験が１年以上ある方（※）

５人
医療ソーシャ
ルワーカー

昭和６１年４月２日以降生まれで、管
理栄養士の免許をすでに取得してい
る方

２人管理栄養士

平成３年４月２日以降生まれで、臨
床工学技士免許をすでに取得してい
る方

１人
臨床工学技
士

昭和５１年４月２日以降生まれで、言
語聴覚士免許をすでに取得または来
年３月に取得見込みの方

１人言語聴覚士

昭和６１年４月２日以降生まれで、理
学療法士免許をすでに取得または来
年３月に取得見込みの方

２人理学療法士

平成５年４月２日以降生まれで、診
療放射線技師免許を来年３月に取得
見込みの方

２人
診療放射線
技師

臨床検査技師免許を取得後、超音波
検査の実務経験が２年以上ある方（※）

２人
臨床検査技
師

昭和５１年４月２日以降生まれで、薬
剤師免許をすでに取得または来年３
月に取得見込みの方

６人薬剤師

受験資格採用予
定人数職種

東
大
阪
市
に
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
力
を

平
成
２９
年
度
市
職
員
を
募
集

※１ 上級事務（福祉）は、福祉部門での相談、指導、支援、調査などの専門的業務
です。

※２ 上級土木Ｂは、上下水道企業職員としての採用になります。
※３ 上級獣医師は公衆衛生部門での業務です。

昭和６２年４月２日
以降に生まれた方

保健師免許をすでに取得または来
年３月末日までに取得見込みの方

４人保健師医療職

昭和５７年４月２日
以降に生まれた方

獣医師免許をすでに取得または来
年３月末日までに取得見込みの方

１人
獣医師
※３

上

級
昭和６２年４月２日
以降に生まれた方

学校教育法による大学（短大を除
く）または高等専門学校（専修学
校、専門学校を除く）の専攻科を、
すでに卒業または来年３月卒業見
込みで、それぞれの専門課程をす
でに修了または来年３月修了見込
みの方２人建 築

５人
土木Ｂ
※２

３人土木Ａ

昭和６２年４月２日
から平成７年４月
１日までに生まれ
た方

社会福祉士資格または精神保健福
祉士資格を、すでに取得または来
年３月末日までに取得見込みの方

２人
事務（福祉）
※１

平成４年４月２日
から平成７年４月
１日までに生まれ
た方

大学卒業程度の学力を有する方３４人事務（一般）

年 齢受 験 資 格採用予
定人数職種区

分

職種および採用予定人数、受験資格

ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
で

行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド

綱引きをする近鉄ライナ
ーズの選手と子どもたち

市
内
最
大
の
祭
典

市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
４２
万
５
千
人

◉自立・協働を通して、子どもが課題解決の力を身につけ、新たな価値を創造する生涯学
習社会をめざす

◉他者と自分自身をともに尊重し、一人ひとりの違いを認めあう人権教育の推進

変化の激しい社会の中で、一人ひとりが自立して生き抜く力をもち、社
会で活躍すると同時に、豊かな心をもって、さまざまな人との絆を深め
ながら人権尊重にねざした社会をめざす

基本的理念

５つの
重点的取組み

めざすべき
教育の姿

東大阪市教育行政に関する大綱と教育施策アクションプラン

【アクションプラン】
・教職員研修の重点化
・スクールソーシャルワーカー

や弁護士など外部人材の
活用 など

【アクションプラン】
・一貫教育の視点での幼児教育
の充実
・平成31年度に全中学校区での
一貫教育（２つの中学校
区では義務教育学校）
 など

【アクションプラン】
・東大阪の特色を活かした「地
尊感情」を育むための教育
プログラム
・モノづくり体験教室の推進
 など

【アクションプラン】
・個人の経年の学力向上を追う
標準学力調査の実施
・少人数学級を小学校３年生
までに拡充
・英語教育推進事業
 など

【アクションプラン】
・個々のニーズに対応した特別
支援教育
・奨学金、就学援助費支給
　など

⑤教育の質の向上、
教職員の教育力を
高める環境の確保

③連携をキーワード
とした学力向上の取組み

②キャリア教育の
より一層の推進

④さまざまな背景のある
子どもをはじめ、一人ひとり
の子どもを連携によりサポート

①誕生から始まる連続、
一貫した教育により一人ひと
りの子どもの生きる力を育てる

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
を
着
て
、い

っ
し
ょ
に
働
き
ま
せ
ん
か

市立東大阪医療センター

職員を募集します

１０月から独法化

自立、そして協働しながら未来を切り開く力を自自立立、、そそししてて協協働働ししななががらら未未来来をを切切りり開開くく力力をを
アクションプランを着実に実行

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２８年６月１日平成２８年６月１日 （８）（９）



その他のつづき

介護支援専門員

試験・資格の更新

【実務研修受講試験】
試験日 １０月２日�１０時から ※

会場は申込後に受験票で通知。 �対
医師、看護師、介護福祉士などとし

て保健・医療・福祉のいずれかの分

野で５年以上かつ９００日以上（介護業

務で国家資格などがない場合は１０年

以上かつ１，８００日以上）の実務経験が

ある方 �料８，８２９円 �申申込書を６月
２０日�（消印有効）までに簡易書留で
郵送 ※試験要領や申込書は５月２５

日�から高齢介護課、福祉事務所、
保健所、保健センターで配布。

�申�問（一財）大阪府地域福祉推進財
団 ０６（６７６３）８０４４

【資格の更新を】
介護支援専門員の資格は、５年ご

とに更新が必要です。更新希望者は、

有効期限までに更新研修を修了し、

申請手続きをしてください。

�問（公社）大阪介護支援専門員協
会 ０６（６９４３）０５７７、�０６（６９４３）０５７１

◇ ◇

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

東体育館
８月臨時開館に伴う抽選会

８月の休館日臨時開館に伴い、競

技場利用抽選会を行います。 �時６
月８日�１２時３０分から（受付は１２時
１５分から） �対オーパスカード登録
者 臨時開館日 ８月の月曜日１３時

～１７時 �持オーパスカード
�所�問市民ふれあいホール（鳥居町）

０７２（９８２）６５６３、�０７２（９８２）１３８１

旧高井田ブロック住宅敷地
市有地の売払い（一般競争入札）

物件所在地 高井田元町二丁目

１３２１番２６ 入札の�時６月１４日�１０時
から �所市役所本庁舎別館第２入札
室 �申６月６日�～１０日�に直接
※案内書は市ウェブサイトからダウ

ンロード可。

【現場説明会】
直接現場へお越しください。 �時
６月３日�１０時～１１時

◇ ◇

�申�問住宅政策室 ０６（４３０９）３２３２、

�０６（４３０９）３８３４

今年４月分からの年金額

平成２８年度の年金額については、

物価・賃金スライドは行われません。

主な年金額は次のとおりです。 �
老齢基礎年金�７８万１００円 �障害基
礎年金（２級）�７８万１００円 �障害
基礎年金（１級）�９７万５，１２５円 �
遺族基礎年金�７８万１００円 �障害基
礎年金の加算額��第１子・第２子
２２万４，５００円、�第３子以降７万４，８００
円 �遺族基礎年金（妻）の加算額�
�第１子・第２子２２万４，５００円、�第
３子以降７万４，８００円 �遺族基礎年
金（子）の加算額��第１子（１人を
除く）２２万４，５００円、�第３子以降７
万４，８００円

詳しくは「ねんきんダイヤル」（０５７０

―０５―１１６５）や最寄りの「街角の年金

相談センター」、年金事務所にお問合

せください。

�問東大阪年金事務所 ０６（６７２２）

６００１、�０６（６７２５）０８３８
【公的な個人年金制度 国民年金
基金に加入しませんか】
国民年金基金は、少しでもゆとり

のある老後を過ごすことができるよ

うに、国民年金法の規定に基づき国民

年金（老齢基礎年金）の上乗せとして

給付をする公的な個人年金制度です。

加入できるのは、２０歳以上６０歳未

満の国民年金の第１号被保険者で国

民年金保険料を納めている方、また

は６０歳以上６５歳未満で国民年金に任

意で加入している方です。

掛金は希望する年金の型と口数・

年齢・性別で決まり、受け取る年金

額もわかるため、老後の生活設計に

役立ちます。また、掛金額は一定で、

全額社会保険料控除の対象となる税

法上のメリットがあり、受け取る年

金にも公的年金控除が適用されます。

詳しくは大阪府国民年金基金ウェ

ブサイトをご覧いただくか、お問合

せください。

�問大阪府国民年金基金 フリーダ

イヤル０１２０（６５）４１９２または０６（６７７５）

５７７５、�０６（６７７５）５７８０
◇ ◇

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

６月５日からは危険物安全週間

です。危険物とは、ガソリンや灯

油、油性塗料といった火災が発生

・拡大しやすく消火が困難なもの

のことです。危険物を取り扱う事

業所の方は、自主保安の重要性を

再確認してくださ

い。また、家庭で

危険物を扱うときは、注意事項を

よく確認しましょう。

�問消防局予防広報課 ０７２（９６６）

９６６２、�０７２（９６６）９６６９
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危険物 決めろ無事故の ストライク

危険物安全週間

テレホンガイド 番号はよく確かめて
かけましょう

市役所本庁舎／荒本北１―１―１０６（４３０９）３０００
東福祉事務所／南四条町１―１
（保護課）……………０７２（９８８）６６１６・６６１８
（高齢福祉係）……………０７２（９８８）６６１７
（障害福祉係）……………０７２（９８８）６６２８
（子育て支援係）…………０７２（９８８）６６１９
中福祉事務所／岩田町４―３―２２―３００
（保護課）…………………０７２（９６０）９２７０
（高齢福祉係）……………０７２（９６０）９２７５
（障害福祉係）……………０７２（９６０）９２８５
（子育て支援係）…………０７２（９６０）９２７４
西福祉事務所／高井田元町２―８―２７
（保護課）…………………０６（６７８４）７６９６
（高齢福祉係）……………０６（６７８４）７９８１
（障害福祉係）……………０６（６７８４）７９８０
（子育て支援係）…………０６（６７８４）７９８２
リージョンセンター
ゆうゆうプラザ（日下）／日下町３―１―７
（日下行政サービスセンター）０７２（９８６）９２８２
（日下市民プラザ）…………０７２（９８６）９２８４
やまなみプラザ（四条）／南四条町１―７
（四条行政サービスセンター）０７２（９８８）３１１１
（四条市民プラザ）…………０７２（９８８）３１１３
グリーンパル（中鴻池）／中鴻池町２―３―１３
（中鴻池行政サービスセンター）０６（６７４７）１５９０
（中鴻池市民プラザ）………０６（６７４７）１５９２
くすのきプラザ（若江岩田駅前）／岩田町４―３―２２―５００
（若江岩田駅前行政サービスセンター）
…………………………０７２（９６７）６５３０

（若江岩田駅前市民プラザ）…０７２（９６７）６５７５
ももの広場（楠根）／楠根１―１２―１２
（楠根行政サービスセンター）０６（６７４５）９１４４
（楠根市民プラザ）…………０６（６７４５）９１４７
夢広場（布施駅前）／長堂１―８―３７
（布施駅前行政サービスセンター）０６（６７８４）２０００
（布施駅前市民プラザ） ……０６（６７８４）２０１８
はすの広場（近江堂）／近江堂３―１２―１５
（近江堂行政サービスセンター）０６（６７３０）５７１８
（近江堂市民プラザ）………０６（６７３０）０８４０
消費生活センター／岩田町５―７―３６
……………………………０７２（９６５）０１０２

環境事業所
東部／中石切町６―３―５２ ……０７２（９８４）８００５
中部／菱江２―１―１２ …………０７２（９６３）３２１０
西部／渋川町２―１２―８ ………０６（６７２２）２９９４
北部／西堤本通西２―１―１６ …０６（６７８９）１８５１
消防局／稲葉１―１―９ …………０７２（９６６）９６６０
防災学習センター／稲葉１―１―９
……………………………０７２（９６６）９９９８

消防署
東／鳥居町３―３………………０７２（９８３）０１１９
中／稲葉１―１―９………………０７２（９６６）０１１９
西／御厨栄町３―１―４１ ………０６（６７８８）０１１９

上下水道局水道庁舎／若江西新町１―６―６
……………………………０６（６７２４）１２２１

保健所／岩田町４―３―２２………０７２（９６０）３８００
保健センター
東／南四条町１―１……………０７２（９８２）２６０３
中／岩田町４―３―２２―３００………０７２（９６５）６４１１
西／高井田元町２―８―２７………０６（６７８８）００８５
総合病院／西岩田３―４―５ ……０６（６７８１）５１０１
休日急病診療所／西岩田４―４―３８
……………………………０６（６７８９）１１２１

動物指導センター／水走３―１２―３２
……………………………０７２（９６３）６２１１

子育て支援センター
鴻池／東鴻池町４―５―８………０６（６７４８）８２５１
長瀬／長瀬町３―６―３…………０６（６７２８）１８００
荒本／荒本２―６―３５ …………０６（６７８８）１０５５
あさひっこ／旭町１―５………０７２（９８０）８８７１
ももっこ／楠根１―１２―１２……０６（４３０６）４１５１
社会教育センター／長堂１―１７―２９
……………………………０６（６７８９）４１００

青少年女性センター／高井田元町１―１１―１７
……………………………０６（６７８９）５７４６

ドリーム２１／松原南２―７―２１…０７２（９６２）０２１１
東大阪アリーナ／中小阪４―７―６０
……………………………０６（６７２６）１９９５

東体育館（７月まで耐震工事、８月から再
度開館）／鷹殿町１―２…………０７２（９８２）１３８１
市民ふれあいホール／鳥居町３―３
……………………………０７２（９８２）６５６３

スポーツホールかがやき／角田２―３―６
……………………………０７２（９６２）８８１１

自由の森なるかわ／六万寺町１―１６６８
……………………………０７２（９８６）１５５１

四条図書館（６月から）／南四条町１―１
……………………………０７２（９８２）１２３５

花園図書館／吉田４―７―２０……０７２（９６５）７７００
永和図書館（暫定施設）／長堂１―８―３７
……………………………０６（６７８１）５５００

郷土博物館／上四条町１８―１２ ０７２（９８４）６３４１
鴻池新田会所／鴻池元町２―３００６（６７４５）６４０９
発掘ふれあい館／南四条町３―３３
……………………………０７２（９８３）２３４０

旧河澄家／日下町７―６―３９ …０７２（９８４）１６４０
市民美術センター／吉田６―７―２２
……………………………０７２（９６４）１３１３

イコーラム／岩田町４―３―２２―６００
……………………………０７２（９６０）９２０１

ユトリート東大阪／中小阪５―１４―３０
……………………………０６（６７２１）６０００

グリーンガーデンひらおか／東豊浦町１１―２７
……………………………０７２（９８２）９９２０

産業技術支援センター／高井田中１―５―３
……………………………０６（６７８５）３３２５

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２８年６月１日



行政書士による相談

�時６月７日�１３時～１６時（受付は
１５時３０分まで） �所市役所本庁舎１
階相談室 �内遺言、相続、内容証明
や各種契約書の作成、建設業の許認

可申請、会社設立、外国人の帰化な

ど ※当日先着順。

�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

人権相談

【特設人権相談】
�時６月１６日�１４時～１６時 �所夢広
場（布施駅前）

�問市社会福祉協議会内人権擁護委
員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）
２９２４

【常設人権相談】
�時月曜日～金曜日９時～１６時（祝
休日を除く）

�所�問大阪法務局東大阪支局（高井
田元町２） ０６（６７８２）５５６３

◇ ◇

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�
０６（４３０９）３８２３

税理士による税務相談

�時６月８日�・２２日�９時～１２時
（１人３０分） �所市役所本庁舎１階
相談室 �定各１０人（当日先着順）
�内新規開業、相続、贈与
�問�近畿税理士会東大阪支部 ０６

（６７２５）７７０８、�０６（６７２２）２１７０ �
税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６（４３０９）
３８１０

ひとり親家庭の母などが対象
出張就業相談

求人情報の提供や履歴書の書き方

などのアドバイスをします。 �時６
月１６日�１０時～１６時 �所イコーラム
（男女共同参画センター） �対市内在
住のひとり親家庭の母・父、寡婦

�定５人（申込先着順） ※１歳６か

月～就学前幼児の保育あり（定員あ

り。１人２００円。６月７日�までに要
予約）。 �申６月１日から電話で（日
曜日を除く）

�申�問母子家庭等就業・自立支援セ
ンター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）
３７９６

�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、

�０６（４３０９）３８１７

福祉なんでも相談

高齢者や障害者、子育て中の方な

どの相談にコミュニティソーシャル

ワーカーが応じます。 �時�所�６月
１日��夢広場（布施駅前） �２
日��はすの広場（近江堂） �３
日��グリーンパル（中鴻池） �
６日��くすのきプラザ（若江岩田
駅前） �７日��やまなみプラザ
（四条） �１５日��ゆうゆうプラ
ザ（日下） �１６日��ももの広場
（楠根） ☆いずれも１３時３０分～１６時

�問福祉企画課 ０６（４３０９）３１８１、�
０６（４３０９）３８１５

不動産・建物の相談

【不動産相談】
�時６月１０日�１０時～１２時 �内土地、
建物など

【建築士による相談】
�時６月２１日�１３時～１６時 �内住宅
の設計、耐震診断・改修補助制度など

◇ ◇

�所市役所本庁舎１階相談室 ※い

ずれも当日先着順。

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�
０６（４３０９）３８３４

熱中症は予防が大切
水分補給し暑さを避けよう�

熱中症は、症状が重くなると命の

危険にさらされる病気ですが、適切

に予防をすれば防ぐことができます。

熱中症の予防には「水分補給」と「暑

さを避けること」が大切です。

【水分・塩分補給を】
こまめに水分・塩分を補給しまし

ょう。

【体温の調整を】
こまめに体温を測定しましょう。

通気性の良い、吸湿・速乾の衣服を

着用し、保冷剤や氷、冷たいタオル

などを利用して体を冷却しましょう。

【熱中症になりにくい環境に】
扇風機やエアコンを適切に使い、

すだれや遮光カーテン、打ち水など

で暑さを避けましょう。

【外出時は】
日傘や帽子を利用し、こまめに休

憩しましょう。

◇ ◇

�問消防局警備課 ０７２（９６６）９６６４、

�０７２（９６６）９６６９

市マイナンバーコールセンター
開設時間を変更

開設時間を５月から平日のみに変

更していますので、ご注意ください。

開設時間 平日９時～１７時３０分 電
話番号 ０５７０（０７８）５０６ ※一部ＩＰ

電話などは、０５０（３０８５）４９９９へ。

�問市民室 ０６（４３０９）３１６３、�０６
（４３０９）３０１２

児童手当・特例給付
６月中に現況届の提出を

児童手当・特例給付を受けている

方に「児童手当・特例給付現況届」

の用紙を６月上旬に送付します。

この届は、受給者の６月１日現在

の状況を把握し、引き続き６月分以

降の手当を受ける要件を満たしてい

るかを確認するためのものです。

６月３０日�までに郵送するか、国
民年金課または行政サービスセンタ

ーに提出してください。現況届の提

出がない場合は、６月分以降の支給

がいったん停止しますのでご注意く

ださい。ただし、６月以降に支給開

始となった方は現況届による更新手

続きの必要はありません。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

【広報力ＵＰ講座】
「自分たちの活動や想いをもっ

と多くの人に知ってもらいたい」

とは思っていても、どうすればよ

いか困っていませんか。「どのよう

なメッセージ」を「どのような手

段・タイミング」で届けるのが効

果的かを学びます。 �時６月２６日
	１４時～１６時 �所市役所本庁舎１８
階大会議室 �対市内で活動するＮ
ＰＯ法人または市民活動団体 �定
５０人（申込先着順） �申基本事項
（左下に掲載）と団体名、Ｅメー

ルアドレス、講座に期待すること

（あれば）を６月２１日�（必着）
までにハガキで（電話、ファクス、

Ｅメール、直接も可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所市民協働
室 ０６（４３０９）３３１９、�０６（４３０９）

３８１２、�shiminkyodo@city.hig
ashiosaka.lg.jp

【ＮＰＯの基礎の基礎】
ＮＰＯの活動や運営、設立のメ

リット・デメリットといったＮＰ

Ｏの基本を学びます。 �時６月２５
日
１０時～１２時３０分 �所市役所本
庁舎１８階研修室 �対市内で活動す
るＮＰＯ設立検討者、ＮＰＯ初心

者 �定２０人（申込先着順） �申基
本事項（左下に掲載）と団体名（団

体加入者のみ）、Ｅメールアドレス、

質問（あれば）を６月２１日�まで
に電話で（ファクス、Ｅメール、

直接も可）

�申�問ＮＰＯ・市民活動支援課
０６（４３０９）３３５０、�０６（４３０９）３８１２、
�npo�shimin@city.higashiosa
ka.lg.jp
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

ままちちづづくくりり活活動動をを学学ぼぼうう��
広広報報力力・・ＮＮＰＰＯＯのの基基礎礎

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２８年６月１日
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学ぶのつづき

市民人権講座～生き生き人生学

�時�内�６月３０日��おとなのまな
び～ふわふわ言葉・チクチク言葉

�７月１３日��笑顔力アップで人生
をハッピーに ☆いずれも１４時～１５

時３０分 �所イコーラム（男女共同参
画センター） �定各３０人（申込先着
順） ※１歳６か月～就学前幼児の

保育と手話通訳あり（各開催日の１

週間前までに要予約）。 �申基本事項
（１１面に掲載）と希望日、保育希望

の場合は子どもの生年月日・性別を

ハガキで（電話、ファクス、Ｅメー

ル、直接も可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所人権啓発課
０６（４３０９）３１５６、�０６（４３０９）３８２３、
�jinkenkeihatsu@city.higashios
aka.lg.jp

ゆかたの着付体験教室

�時７月２日�
１３時～１５時 �対
市内在住・在勤

・在学（いずれ

か）の女性 �定
１６人（抽選）

�申基本事項（１１面に掲載）を６月１８日
�（消印有効）までに往復ハガキで
�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―１１―

１７ 青少年女性センター ０６（６７８９）

５７４６、�０６（６７８９）２０４９

近江堂市民プラザの教室

【初めてのマジック教室】
�時６月２日�・３０日�１３時～１４時

３０分 �定１５人 �料１，０００円 ※別途材

料費５００円が必要な場合あり。

【麺棒マッサージ＆ケア】
�時６月１０日�・２４日�または７月
８日�・２２日�１０時３０分～１２時 �定
各１０人 �料月１，０００円 ※別途麺棒代

１１０円が必要。 �持フェイスタオル、
飲み物

【ベビーヨガ】
�時６月１０日�・２４日�１３時３０分～

１４時３０分 �対２か月～２歳の乳幼児
とその保護者 �定１０組 �料１，０００円
�持バスタオル、飲み物

◇ ◇

※いずれも計２日間で申込先着順。

�申電話または直接
�所�申�問近江堂市民プラザ ０６

（６７３０）０８４０（�兼用）

市民後見人養成講座
オリエンテーション

判断能力が充分でない方の生活を

身近な立場で支援し、後見活動を行

う「市民後見人」の養成講座の説明

会です。 �時６月２５日�１４時～１６時
３０分 �所夢広場（布施駅前） �定１７８
人（申込先着順） �申申込書をファク
スで（電話、Ｅメールも可） ※申込

書は市ウェブサイトからダウンロー

ド可。行政サービスセンター、福祉

事務所、保健センターなどでも配布。

�申�問府社会福祉協議会内大阪後見
支援センター ０６（６７６４）７７６０、�０６
（６７６４）７８１１、�koken@pearl.ocn.n
e.jp

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

東大阪アリーナの教室

【誰でもできる若返りウォーキン
グ】
�時６月２７日�１３時１５分～１４時１５分
�対６０歳以上の健康な方 �定２０人（申
込先着順） �料７００円 �持タオル、飲
み物 �申６月２０日�までに電話予約
のうえ直接

【トレーニングルーム登録講習】
�時６月１９日	１３時３０分～１５時、２９
日�１５時～１６時３０分 �対高校生以上
の方 �定各５０人（抽選） �料５００円
�申基本事項（１１面に掲載）と性別、
希望日を６月６日�（必着）までに
往復ハガキで

【タイ式古式ストレッチ・ルーシ
ーダットン】
深い呼吸と簡単な動きで、肩こり

予防や脂肪燃焼に役立つ体操です。

�時７月５日
・８月９日
１３時３０分
～１４時１５分（計２日間） �対１６歳以
上の方 �定２０人 �料２，０００円 �持タオ
ル、飲み物 �申６月２８日
までに電
話予約のうえ直接

【アロマ・アーユルヴェーダ】
体調管理に役立ちます。 �時７月５
日
・８月９日
１４時３０分～１５時１５
分（計２日間） �対１６歳以上の方 �定
２０人 �料３，０００円 �持タオル �申７月
１０日	までに電話予約のうえ直接

◇ ◇

※詳しくは東大阪アリーナウェブ

サイトをご覧ください。

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

鴻池子育て支援センター

【み～んなあ・そ・ぼ】
�時６月３日�１３時３０分～１６時 �対
就学前乳幼児

【赤ちゃんタイム】
�時６月１０日�１５時１５分～１６時３０分
�所府立城東工科高校ガラスの実験棟
�対未歩行の０歳児
【音楽で楽しく遊ぼう】
�時６月１７日�１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月以上の乳幼児 �定２０組（申
込先着順） �申６月３日�１３時から
電話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【みんなみんなよっといで�】
�時�内�６月６日�・２０日�１３時３０
分～１６時�パラシュート遊び �１３
日�・２７日�１２時～１６時�魚つり遊
び（お弁当持参可） �対就学前乳幼
児

【ワイワイランチタイム】
�時６月１７日�１０時３０分～１２時３０分
�対１歳６か月～２歳１１か月の乳幼児
�定１０組（申込先着順で初めての方を
優先） �料１人１５０円 �申６月３日�
１３時～９日�１７時に電話で
【手形 deポン�】
�時６月１７日�１３時３０分～１５時 �対
３か月以上の０歳児 �定１２組（申込
先着順） �申６月６日�１３時から電
話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

あさひっこ

【縄手南ふれあい＆ダンス】
�時６月１６日�１０時～１１時 �所縄手
南公民分館 �対０歳児 �定１０組（申
込先着順） �持抱っこひも �申６月
１日�１０時から電話で

【おむつはずれの話】
�時６月２１日
１０時～１０時４５分 �対
１歳６か月～２歳１１か月の乳幼児

�定１５組（申込先着順） �申６月２日
�１０時から電話で
【心理士による発達相談】
�時第３金曜日１３時３０分～１６時３０分
�対就学前乳幼児

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

ももっこ

【川俣スカイランドで遊ぼう】
�時６月６日�１０時３０分～１１時３０分
※雨天中止。 �所川俣スカイランド
�対就学前乳幼児
【グリム絵本館へようこそ】
季節の絵本を読んだり、自分だけ

の傘を作ったりします。 �時６月１８
日�１４時～１６時 �対就学前乳幼児

◇ ◇

�問ももっこ（楠根子育て支援セン
ター） ０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

荒本子育て支援センター

【おむつはずれ】
�時６月１７日�・２４日�１０時～１１時

３０分 �対１歳６か月以上の乳幼児
�定各１３組（申込先着順） �申６月１
日�１３時から電話で
【パパとベビーマッサージ】
�時６月１８日�１３時３０分～１４時３０分
�対３か月以上の０歳児 �定２０組（申
込先着順） �申６月３日�１３時から
電話で

【親子広場】
�時６月２２日～７月２７日の水曜日１０
時～１１時（計６日間） �対３歳以上
の幼児 �定１５組（抽選） �申６月６
日�１３時～１６日�１７時に電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７
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※車での来場はご遠慮ください。
�所の記載のない催しは、各子育
て支援センターで開催。�対は子
どもについてのみ記載していま
すが、全て保護者が同伴してく
ださい。申込方法の記載のない
催しは申込不要です。

子育て支援センターの催し

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２８年６月１日
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パソコン教室

�時６月１１日�・１８日�１４時３０分～
１６時３０分（計２日間） �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の高校生以

上の方 �定１２人（抽選） �内エクセ
ルの関数 �料３，０００円 �申基本事項
（１１面に掲載）を６月６日�（必着）
までにハガキまたはファクスで

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―７―４０
長瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、

�０６（６７２９）９７８７

日下市民プラザの教室

【麺棒マッサージ＆ケア】
�時６月８日�・２２日�または７月
６日�・２０日�１３時３０分～１５時 �定
各１０人 �料月１，０００円 ※別途麺棒代

１１０円が必要（初回のみ）。 �持バスタ
オル、飲み物

【初めてのマジック教室】
�時６月１１日�・２４日�１０時～１２時
�定１５人 �料１，０００円 ※別途材料費

５００円が必要な場合あり。

◇ ◇

※いずれも計２日間で申込先着順。

�申電話または直接
�所�申�問日下市民プラザ ０７２（９８６）

９２８４（�兼用）
しまじま

歴史講座「島洲の街・大阪」

水辺の地形を示す浜、江、津、島、

洲がつく大阪の地名、八十嶋の儀式

と伝説、バブル期造成の人工埋立島

の現況などについて画像を駆使して

お話しします。 �時６月５日�１３時
３０分～１５時 �定３０人（当日先着順）
�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

ストレッチ ヨガ

�時６月８日�・２２日�１３時３０分～
１４時３０分（計２日間） �定３０人（申込
先着順） �料１，０００円 �持バスタオル、
フェイスタオル、飲み物、ヨガマッ

ト（あれば） �申電話または直接
�所�申�問楠根市民プラザ ０６（６７４５）

９１４７（�兼用）

スポーツエリア花園クラブの教室

【サッカースクール】
�時火曜日１６時１５分～１７時４５分（祝
休日を除く） �所市花園ラグビー場
人工芝グラウンド �対東大阪市・八
尾市・柏原市（いずれか）在住また

は在学の５歳～小学生 �料月５，０００円
（年会費１，５００円が必要） �申電話で
�申�問クラブマネージャー「梶田」

０９０（２３８０）６２２６、または「伊藤」

０９０（１４４１）８３３８

【グラウンドゴルフ練習会】

�時月・水・木曜日９時～１１時（祝
休日を除く） �所花園中央公園 �対
市内在住の方 �料月１，０００円（年会費
３，０００円が必要） �申電話で
�申�問グラウンドゴルフ担当「武井」

０９０（６７５６）３９４０

◇ ◇

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

若者サポートステーションの講座

【仕事で使えるパソコン講座】
�時�内�６月８日�１０時～１３時�ワ
ード �８日�１３時３０分～１６時３０分
�パワーポイント �１３日�１０時～
１５時�エクセル �定各６人（申込先
着順）

【ホンキの就職１Day Seminar】
�時６月２４日�１３時～１６時 �定１０人
（申込先着順）

◇ ◇

�対１５歳～３９歳の求職中の方 �申６
月１日�から電話で
�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

グリーンパルの教室

【ストレッチとウォーキング】
身体のバランス感覚と足腰の筋力

を鍛え、日常生活の転倒防止をめざ

します。 �時６月３０日	・７月１４日
	・２８日	・８月２５日	１０時～１２時
（計４日間） �定４０人（抽選） �料
２，０００円 �持飲み物 �申６月１７日�ま
で

【健康講座～足腰らくらく体操】
�時７月６日�１３時３０分～１５時３０分
�定４０人（抽選） �持飲み物 �申６月
２４日�まで
【健康料理教室】
夏野菜を使ったピザやサラダ、具

だくさんスープなどを作ります。

�時７月１０日�１０時３０分～１３時３０分
�定１６人（抽選） �料１，０００円 �持エプ
ロン、三角巾 �申６月２４日�まで

◇ ◇

�対市内在住・在勤（いずれか）の
方 �申基本事項（１１面に掲載）を各
申込期限（必着）までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４４）

２７４８（�兼用）

角田総合老人センターの教室＆催し

【体操・運動教室】
�時�内�６月８日�１０時～１１時３０分
�ニコニコ体操 �９日	・２２日�
１３時３０分～１５時�メロディうんどう
�所角田総合老人センター �対市内在
住の６０歳以上の方 �持タオル、飲み
物 ※申込不要。

【ふれあいバスツアー】
神戸でレザーコインケース作りや

布引ハーブ園の散策をします。 �時
６月２９日�９時～１６時 �対市内在住
の６０歳以上の方 �定４５人（抽選） �料
４，０００円 �申６月１日�～１０日�に電
話または直接 ※当選者にのみ通知。

【地域安心生活サポーター養成講
座】
日常生活の困りごとを手伝う援助

者の養成講座です。 �時６月２１日

９時～１２時 �所はすの広場（近江堂）
�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�定３０人（申込先着順） �申基本事項
（１１面に掲載）と市外在住の方は勤

務先・所在地を６月１７日�までにフ
ァクスで（電話、直接も可）

◇ ◇

�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

１日�
１５日�

１５：３０～１６：２０八戸の里公園相撲場西側

１４：１０～１４：５０プレジデント東大阪（岩田町６）

１３：２０～１３：５０角田総合老人センター

３日�
１７日�

１５：２０～１６：００ライオンズマンション（若江東町２）

１４：１０～１４：４０府営東大阪玉串住宅

１３：２０～１４：００玉串西団地集会所前

７日

２１日


１５：３０～１６：００メープルコート（島之内１）

１４：１０～１４：４０府営東鴻池第二住宅

１３：２０～１４：００鴻北公園西側

９日	
２３日	１５：１０～１５：５０ＪＡ孔舎衙（日下町６）

１４：００～１４：４０マンハイム石切（日下町４）

３日�
１７日�

１５：１０～１５：４０シャルマンコーポ枚岡公園

１４：１０～１４：４０豊浦公民分館

１３：２０～１３：５０オーク新石切（西石切町７）

２日	
１６日	

１５：１０～１５：５０新池島町児童遊園

１４：００～１４：３０大池公園

１３：２０～１３：５０瓢�山稲荷神社東駐車場

１０日�
２４日�

１５：００～１５：４０桜井児童遊園

１４：００～１４：３０上六万寺児童遊園

１３：２０～１３：４０横小路メイ・トーラス

１４日

２８日


１５：００～１５：４０ダイアパレス横（西石切町２）

１４：００～１４：３０駅前公園（上石切町２）

１３：２０～１３：５０日下町丹波神社西側

１０日�
２４日�

１５：３０～１６：１０五百石公園（御厨東２）

１４：００～１４：３０新家西町第２公園

１３：２０～１３：５０御厨天神社境内

９日	
２３日	

１５：２０～１６：１０稲田公園

１４：２０～１４：５０川俣処理場東側

１３：３０～１４：１０西堤神社境内

７日

２１日


１５：４０～１６：２０岸田堂南公園

１４：４０～１５：１０柏田公園

１３：４０～１４：３０金岡公園

１４日

２８日


１５：２０～１６：００新喜多公園

１４：００～１４：４０市営鷺島住宅集会所前

１３：２０～１３：５０市営島町住宅

２日	
１６日	

１５：２０～１６：００はすの広場（近江堂）北側

１４：００～１４：４０大和公園

１３：１０～１３：５０三ノ瀬公民分館

１日�
１５日�

１５：１０～１５：５０府営加納住宅集会所前

１４：１０～１４：５０加納アメリア集会所前

１３：２０～１３：５０春光園（横枕）

８日�
２２日�１５：００～１６：００寺嶋公園

１３：２０～１４：２０東楠風荘公園稲荷神社横

８日�
２２日�

１５：２０～１６：１０イズミヤ若江岩田店

１４：００～１４：４０若江本町北公園

１３：２０～１３：５０花園西町公園
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�問移動図書館 ０６（６７２８）０２０２、�０６（６７３０）７３３７

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１３） 平成２８年６月１日



催しのつづき

旧河澄家の催し

【古民家再生シンポジウム】
�時６月１９日�１３時～１５時３０分 �申
６月１０日�９時３０分から電話で
【七夕飾り・サマーコンサート】
�時６月２６日�１３時～１５時３０分 �申
６月１４日�９時３０分から電話で

◇ ◇

�定各４０人（申込先着順） ※月曜

日は休館。旧河澄家ウェブサイトの

問合せフォームからも申込み可。

�所�申�問旧河澄家（日下町７） ０７２
（９８４）１６４０（�兼用）

市民美術センターの催し＆教室

【ひるさがりロビーコンサート】
�時７月２日�１３時３０分～１４時１５分
�定１１０人（抽選） �内中村美佐子さん
（ソプラノ）と中世古やよいさん（ピ

アノ）による「織姫たちの七夕コン

サート～織りなすイタリアの歌・日

本の歌」 ※２歳～就学前幼児の保

育あり。 �申基本事項（１１面に掲載）
と参加希望人数（３人まで）・全員の

氏名、保育希望の場合は子どもの年

齢を６月２０日�（消印有効）までに
往復ハガキで

【夢をかたちに展】
４月から６月までの創作講座修了

生によるデッサンや水彩画を展示し

ます。 �時６月２２日�～２６日�１０時～
１７時（２６日は１６時まで） ※申込不要。

【はじめての水彩画教室】
�時８月４日～１０月２０日の木曜日１３
時～１６時（計７日間） �対全日程受
講できる１８歳以上の初心者 �定１２人
（抽選） �内静物画など �料２，０００円
程度 �持水彩用具一式 �申「夢をか
たちに展」開催中、会場にある申込

用紙を直接

【親子油絵教室】
�時８月７日�・１４日�１０時～１２時

３０分（計２日間） �対全日程受講で
きる小・中学生とその保護者 �定２０
人（抽選） �内親子でお互いの顔を描
く（または自画像） �料１人７００円
�持鉛筆、消しゴム、エプロン �申「夢
をかたちに展」開催中、会場にある

申込用紙を直接

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９２４吉田６―７―２２ 市

民美術センター ０７２（９６４）１３１３、�
０７２（９６４）１５９６

【あじさいハイキング】
�時６月２６日�９時～１６時３０分 ※

雨天中止。 �定３０人 �内摂河泉コー
ス―ぬかた園地あじさい園（昼食）

�料３００円 �申６月２３日�まで
【ロビーギャラリー】
�時６月１日�～３０日�９時～２１時
�内ふれあい写真クラブ写真展 ※申

込不要。

【粘土でバラを花器にアレンジ】
�時６月９日�・２３日�１３時～１５時

（計２日間） �対全日程参加できる
方 �定１５人 �料２，０００円 �申６月７日
�まで
【子ども絵画教室】
�時６月１２日�１０時～１２時３０分 �定

１５人 �料１，６００円 �申６月１０日�まで
【パソコンで画像入りお礼状】
�時６月１５日�１０時～１１時３０分 �定

１０人 �料５００円 ※ワードがインスト

ールされたノートパソコンが必要。

レンタルあり（抽選、１００円）。 �申

６月１２日�まで
【書道教室】
�時６月１９日�１０時～１２時 �定２０人
�料１，３００円 �申６月１６日�まで
【草木染体験教室】
�時６月２６日�１０時～１５時 �定３０人
�料２，０００円 �申６月２３日�まで

◇ ◇

※いずれも申込先着順。持ち物な

ど詳しくはお問合せください。 �申
各申込期限までに電話で ※月曜日

は休館。

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

家庭から排出されるごみの約４０％

は生ごみで、生ごみの約８０％は水分

です。生ごみの水分を減らすことで、

ごみの腐敗を抑え、悪臭やカラス被

害を防止できるほか、焼却効率の向

上によるＣＯ２の削減にもつながりま

す。

次の水切りや食品ロスの削減のポ

イントを参考に、ごみの減量にご協

力ください。

【生ごみの水切り】
	野菜などは皮などをむいてから
洗い、なるべくごみをぬらさないよ

うにする

	三角コーナー（水切りネットな
ど）には水気のあるものだけを入れ、

ほかのものは直接ごみ袋に捨てる

	三角コーナーに入っている生ご
みはごみとして出す前にひと搾りす

る

【食品ロスの削減】
	買い物の前に冷蔵庫を確認する
	ばら売り、量り売りの商品を選
び、買い過ぎは控える

	野菜などの食材はできるだけ無
駄なく使い切る

	消費期限が近い食材から使い切
る

	家族の予定を把握し、必要分だ
け料理する

	外食の際は、食べきれる量を注
文する

※「消費期限」とは、過ぎたら食

べない方がよい期限のことです。一

方「賞味期限」とは、おいしく食べ

ることができる期限のことです。賞

味期限を過ぎたからといって直ちに

食べられなくなるというわけではあ

りませんが、一度開封した食品は、期

限にかかわらず早めに食べましょう。

補助します
家庭用生ごみ処理機購入費

生ごみを減らすため、市内在住の

方が自ら使用する目的で購入した家

庭用電動式生ごみ処理機やコンポス

ト（生ごみ処理容器）の購入費用の一

部を補助しています。 補助金額
購入金額の半額（電動式
上限２万
円、コンポスト
上限３，０００円） ※

送料を除く。電動式は１世帯につき

１機、コンポストは１世帯につき２

基まで。 �申申請書と必要書類を郵
送または直接 ※申請書などは市ウ

ェブサイトからダウンロード可。郵

送で書類を請求する場合は、お問合

せください。

資源の分別にご協力を
限られた資源を有効活用

市では、プラスチック製容器包装

・ペットボトルの収集、古紙類の回

収活動への奨励金の交付、公共施設

などへの資源回収ボックスの設置な

ど、資源の回収を促進しています。

【古紙類の集団回収に奨励金】
古新聞や不用になったダンボール

などは、家庭ごみとして捨てずに、

自治会や子ども会が行う古紙の回収

活動（集団回収）に出してください。

集団回収された古紙類はリサイク

ル事業者に引き渡され、再び紙資源

として利用されます。

市では、集団回収された古紙など

の資源の量に応じて回収団体に奨励

金を交付しています。奨励金は子ど

も会の活動費に充てられるなど、地

域団体の活性化に役立てられていま

す。団体として新たに集団回収活動

を始める場合など、詳しくは市ウェ

ブサイトをご覧いただくか、お問合

せください。

【小型家電もリサイクル～昨年度
は６．８ｔを回収】
市では、市内に小型家電回収ボッ

クスを設置し、小型家電のリサイク

ルを推進しています。昨年度は、約

６．８ｔの小型家電を回収することがで

きました。

回収した小型家電は、リサイクル

し適正に処理しています。今後も、

家庭で不用になった小型家電（対象

品目に限る）の回収にご協力くださ

い。対象品目など詳しくは市ウェブ

サイトをご覧いただくか、お問合せ

ください。

【資源回収ボックスを市役所本庁
舎などに設置】
蛍光管、乾電池、古紙類の回収ボ

ックスを市役所本庁舎１階ロビーと

リージョンセンターの市民プラザ受

付前に常設しています（いずれも開

館時間）。

回収対象品目 蛍光管（割れたも

の、白熱灯電球を除く）、乾電池（充

電式、ボタン電池を除く）、古紙類

（新聞、雑誌、ダンボール）

◇ ◇

�申�問〒５７７―８５２１市役所循環社会推
進課 ０６（４３０９）３１９９、�０６（４３０９）
３８１８

グリーンガーデンひらおかの催し＆教室

ごごみみ減減量量・・資資源源化化ににトトラライイ��
生生ごごみみはは水水切切りりししままししょょうう

東 大 阪 市 政 だ よ り （１４）平成２８年６月１日



住宅関係専門職非常勤嘱託

長期優良住宅やサービス付き高齢

者向け住宅の認定など住宅関係業務

の補助に従事する嘱託を募集します。

�対昭和２６年７月２日以降生まれで次
の要件に当てはまる方 �１級また
は２級建築士の資格があり、健康状

態が良好である �パソコン（エク
セル、ワード）の操作ができる �定
１人（６月２１日�に面接） 任用期
間 ７月１日～来年３月３１日 勤務
日数・時間 平日（週４日）９時～１７

時３０分 勤務条件 月額１６万円、通

勤手当別途支給、各種社会保険完備、

年次有給休暇あり �申履歴書（写真貼
付）と資格に関する証明書（写し）、返

信用封筒（８２円切手貼付）を６月１４日

�（消印有効）までに郵送または直接
�申�問〒５７７―８５２１市役所住宅政策室

０６（４３０９）３２３１、�０６（４３０９）３８３４

子どもの心理
発達相談員（嘱託）

�対昭和２６年７月２日以降生まれで、
次の要件に当てはまる方 �臨床心
理士などの資格または同等の技能が

ある（資格取得見込みも可） �新版
Ｋ式発達検査２００１の実施および発達

相談業務の実務経験がある �定１人
（６月１９日�に筆記試験、面接）
勤務条件 月額２０万円、通勤手当別

途支給、各種社会保険完備、年次有

給休暇あり �申履歴書（写真貼付）
と資格に関する証明書（写し）を６

月１０日�（必着）までに郵送または
直接

�申�問〒５７７―８５２１市役所子ども応援
課 ０６（４３０９）３２１４、�０６（４３０９）３８１７

１億総活躍社会を考える
夏の勤労市民セミナー

１０３万円、１３０万円、１０６万円の壁と

は何か。社会保険、雇用保険の加入

要件など身近な問題について考えま

す。 �時６月１７日�１８時３０分～２０時
１５分 �対市内在住・在勤・在学（い
ずれか）の方 �定６０人（申込先着順）
�申基本事項（１１面に掲載）を電話で
（ファクス、Ｅメールも可）

�所�申�問ユトリート東大阪 ０６

（６７２１）６０００、�０６（６７２１）１２１２、�
soudan@hispa.biz�web.jp

郷土博物館コーナー展示
夏のくらしと民具

�時６月７日�～９月４日�９時３０
分～１６時３０分 ※月曜日と祝日の翌

日は休館。 �料一般５０円、高校・大
学生３０円、小・中学生２０円

�所�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

パステルアート

言葉では表せない思いや考えを自

由に「パステルアート」で描き、ス

トレスを軽くしてみませんか。 �時
７月２日�・９日�・１６日�１４時～
１６時（計３日間） �対市内在住・在
勤・在学（いずれか）の方 �定２０人
（全日程参加できる方を優先して抽

選） ※１歳６か月～就学前幼児の

保育あり（１人２００円で定員１０人。申

込先着順。各開催日の１週間前まで

に要予約）。 �申基本事項（１１面に掲
載）と受講動機、保育希望の場合は

子どもの氏名と生年月日を６月２５日

�（必着）までにハガキで（電話、
ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―
６００ イコーラム（男女共同参画セン

ター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）
９２０７、�ikoramu@nifty.com

ボランティアあいあいサロン

�時６月２５日�１３時３０分～１５時３０分
�定３０人（申込先着順） �内消費者問題
の事例紹介など、いきいき歌体操

�申基本事項（１１面に掲載）を６月２２
日�までに電話で（ファクス、直接
も可）

�所�申�問総合福祉センター内ボラン
ティア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

高井田障害者センターの催し＆教室

【障害者スポーツ】
ボッチャ、ふうせんバレー、ふう

せんラグビーなどをします。 �時６
月１２日�１４時～１５時３０分 �所市民ふ
れあいホール（鳥居町） �定３０人（抽
選） �申６月１１日�まで
【障害者のための料理教室】
鶏のさっぱり煮を作ります。 �時
６月５日�９時～１３時 �所くすのき
プラザ（若江岩田駅前） �定１０人（抽
選） �料４００円 �持エプロン、三角巾、
マスク、タオル３枚、飲み物 �申６
月３日�まで

◇ ◇

�対市内在住の障害者 �申基本事項
（１１面に掲載）を各申込期限までに

電話で（ファクス、直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６

（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

やまなみプラザの催し

【ロビーコンサート】
�時６月１８日�１３時３０分～１４時３０分
�定７０人（当日先着順） �内ジャズギ
ターの演奏「Wave」など

【うたごえ広場】
懐かしい歌を歌います。 �時６月

２５日�１４時～１６時 �定１５０人（抽選）
�料２００円 �持飲み物、歌集（あれば）
�申基本事項（１１面に掲載）を６月１０日
�（必着）までに往復ハガキで

◇ ◇

�対市内在住・在勤・在学（いずれ
か）の方

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ や

まなみプラザ（四条）０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

ドリーム２１では、６月７日�～
７月７日�を七夕月間とし、さま
ざまなイベントを行います。なお、

７月３日�は七夕コンサートのた
め、プラネタリウム番組の投影は

一部中止となります。

プラネタリウム七夕番組（幼児向け）

おじいちゃんへの手紙

�時６月７日�～７月７日�１０時
～１０時４０分・１１時１５分～１１時５５分

�料４歳～中学生１００円、高校生２００

円、一般４００円

七夕プラネタリウムコンサート
織姫の声が聞こえる�天からの贈り物

不思議な音を奏でる楽器テルミ

ンを交えた「ジブリメドレー」や

「ジュピター」「プラネタリウム」

などの演奏や歌をお楽しみくださ

い。 �時７月３日� �料６００円（前
売り５００円） ※電話予約可。開催

時間は６月３日�以降にお問合せ
ください。

七夕ものづくりひろば
自由に作ってたのしもう�

見本を見ながら笹飾りを自由に

作ってみませんか。 �時�６月２５
日�１２時３０分～１５時３０分 �２６日
�１０時３０分～１２時・１４時～１５時３０
分 �定各３０人（当日先着順） �料
１００円

星を見る会

�時６月１１日�１９時～２０時３０分
※雨天・曇天時は中止（当日１６時

以降にお問合せください）。小学生

以下のみの参加不可。

◇ ◇

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、
�０７２（９６２）０８１０

溜め込まず はっきり言おう 自分の気持ち

中学校３年生（人権作品集）
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ドリーム２１に行こう�
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ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１５） 平成２８年６月１日
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美
し
い
地
球
を
未
来
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
全
て

の
人
が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、行

動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。今
、

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

６
月
は
、
一
人
ひ
と
り

が
環
境
保
全
の
重
要
性
を

認
識
す
る
た
め
の
「
環
境

月
間
」、ま
た
６
月
５
日
は

「
環
境
の
日
」
で
す
。

市
役
所
で
は
、
照
明
の

間
引
き
を
し
た
り
、
冷
房

中
の
室
温
を
原
則
２８
度
に

設
定
し
た
り
す
る
な
ど
、節

電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
毎
日
の
生
活

を
見
直
し
、
工
夫
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を

家
庭
で
で
き
る
節
電

地
球
温
暖
化
は
、
私
た

ち
が
利
便
性
や
快
適
な
生

活
を
求
め
過
ぎ
た
た
め
に

発
生
し
た
問
題
で
す
。
地

球
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
節
電
な
ど
を
意
識
し
、

実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
左
の
取
組
み
例

を
参
考
に
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
計
に
も
や
さ
し
い

環
境
家
計
簿
に
ご
参
加
を

市
で
は
、
家
庭
で
で
き

る
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の

使
用
量
を
毎
月
記
録
し
省

エ
ネ
へ
の
意
識
を
高
め
る

た
め
に「
環
境
家
計
簿
」（
写

真
）
の
取
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
５
２

２
８
世
帯
が
参
加
し
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
前
年

度
比
約
１
５
１
ｔ
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
球
に
も
家
計
に
も
や

さ
し
い
暮
ら
し
の
き
っ
か

け
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

取
組
期
間

７
月
〜
１２

月

�申
基
本
事
項
（
１１
面

に
掲
載
）
を
Ｅ
メ
ー
ル
で

（
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
も
可
）

【
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
も
】

Ｗ
ｅ
ｂ
版
環
境
家
計
簿

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
記
録
で
き
、
参
加
者
内

の
ラ
ン
キ
ン
グ
や
削
減
量

の
グ
ラ
フ
も
表
示
さ
れ
ま

す
。
職
場
や
グ
ル
ー
プ
で

の
参
加
も
で
き
ま
す
。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
リ
ー
ダ
ー
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
に
環
境

家
計
簿
を
勧
め
た
り
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
り
す
る
な
ど
、
市
や
市

民
と
と
も
に
地
球
温
暖
化

問
題
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
省
エ
ネ
リ
ー
ダ

ー
」
と
し
て
活
躍
し
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◇

◇

�申
�問
環
境
企
画
課
内
地

球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
９
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
１
８
、
�k

a

n
k
y
o
k
ik
a
k
u
@
city
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

次
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
な
ど
を
設
置
し

た
方
に
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
補
助
対
象
者
の
要
件

な
ど
詳
し
く
は
、
必
ず
要

綱
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
】�定

３
５
０
件
程
度

補

助
金
額

発
電
出
力
１
kW

当
た
り
３
万
円
（
上
限
１２

万
円
�
４
kW
ま
で
�
ま
た

は
設
置
費
用
の
２
分
の
１

の
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い

額
）【

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
】

�定
１
６
０
件
程
度

補

助
金
額

設
置
費
用
の
２

分
の
１
（
上
限
５
万
円
）

【
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）】

�定
５０
件
程
度

補
助
金

額

設
置
費
用
の
２
分
の

１
（
上
限
２
万
円
）

【
蓄
電
池
】

�定
３０
件
程
度

補
助
金

額

蓄
電
容
量
１
kWh
当
た

り
２
万
円
（
上
限
１２
万
円

�
６
kWh
ま
で
�
ま
た
は
設

置
費
用
の
２
分
の
１
の
金

額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
）

◇

◇

※
い
ず
れ
も
申
込
先
着

順
で
予
算
を
上
回
っ
た
場

合
は
終
了
。

�申
申
請
書

と
必
要
書
類
を
６
月
１
日

�
〜
来
年
２
月
２８
日
�
に

直
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毎日の暮らしの中でごみは必ず

出るものです。ここでは、あまり

知られていないごみの排出量や処

理にかかる費用など、市のごみ処

理の現状を見てみましょう（数値

は平成２６年度のもの）。

ごみの量は減少傾向

排出されたごみは約１９万ｔでし

た。これは、２５ｍプールに換算す

ると３３９杯分になり、１人当たりに

換算すると年間で約３８０�にもなり
ます。ただ、ごみの量は徐々に減

少しており、平成１６年度に比べ３

万９，０００ｔ以上の減少です。

ちなみに、ごみの収集・運搬や

処分に要した費用は６１億４，４４０万円

で、１人当たりに換算すると年間

で約１万２，３００円になります。

総発生量の１５％を再資源化

ごみの内訳は、家庭からが約５５

％、事業所からが約４５％となって

います。ごみ総量に占める資源化

されたものの割合は、家庭からと

事業所からあわせて約１５％でした。

【６５％は資源化が可能】
ごみ質調査によると、家庭ごみ

のうち６割以上が資源化・堆肥化

できるものという結果になりまし

た。 �リサイクルできるもの�
紙類、プラスチック製容器包装類

など �堆肥化できるもの�生ご
み、剪定した枝葉など

ごみの減量と資源化を

市では、今年３月に一般廃棄物

処理基本計画を策定し、平成３７年

度までに焼却処理量２３％削減を目

標に設定しています。皆さんの日々

の取組みをお願いします。

◇ ◇

�問循環社会推進課 ０６（４３０９）

３１９９、�０６（４３０９）３８１８
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設置費用の
一部を補助します

再生可能エネルギー設備
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東大阪市のごみ排出量 発生したごみの内訳

焼却処理量 1人・1日当たりの排出量

※事業系ごみを含む。

家庭から家庭から事業所から事業所から

 事業系
ごみ

資源ごみ 集団回収
資源ごみ

家庭ごみ・
　　不燃小物・
　　　大型ごみ総発生量

213,887t

平成16年
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ｔ約39,000ｔの減少
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実践しよう�家庭でできる節電の取組み例
【エアコン】 １０％～５０％削減
室温２８度を心がけ、無理のない

範囲でエアコンを消して、扇風機
を使う。
「すだれ」や「よしず」などで

窓からの日差しを和らげる。
【冷蔵庫】 ２％削減
冷蔵庫の設定を「強」から「中」

に変え、扉を開ける時間を減らす。
食品を詰め込まない。
【照明】 ５％削減
日中は照明を消して、夜間も照

明をできるだけ減らす。
【テレビ】 ２％削減
省エネモードに設定するととも

に画面の輝度を下げ、必要なとき
以外は消す。
【ジャー炊飯器】
１日分まとめて炊き、冷蔵庫に

保存する。
【待機電力】
リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。長時間使わ

ない機器はコンセントを抜く。
※資源エネルギー庁の資料をもとに作成。

東大阪市の
ごみ事情

さらに減量・資源化を

東 大 阪 市 政 だ よ り （１６）平成２８年６月１日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています
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